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研究ノート

第
四
会
社
に
よ
る
株
式
保
有
の
事
例

一
会
社
が
既
に
合
法
的
に
他
の
会
社
の
株
式
を
所
有
し
て
い
る
場
合

二
会
社
が
既
に
合
法
的
に
他
の
会
社
の
株
式
を
所
有
し
て
い
る
の
に
加
え
て
、
新
た
に
株
式
を
取
得
す
る
場
合

三
会
社
の
株
式
保
有
に
よ
る
一
部
結
合
関
係
の
形
成
・
強
化

む
す
び

は
じ
め
に

独
占
禁
止
法
第
四
章
は
、
会
社
の
合
併
、
営
業
の
譲
受
け
等
会
社
に
よ

(
I
)
 

る
他
の
会
社
の
株
式
の
取
得
ま
た
は
所
有
お
よ
び
役
員
の
兼
任
に
よ
り

「
一
定
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
こ
と
と
な
る

場
合
」
、
そ
れ
ら
の
行
為
を
禁
止
し
て
い
る
(
一
五
、
二
ハ
、
一

O
お
よ

び
一
一
一
)
。
こ
れ
ま
で
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
違
反
す
る
と
さ
れ
た
審
決
は

(2) 

数
少
な
い
。
し
か
し
、
実
務
的
に
は
、
主
要
な
会
社
が
こ
れ
ら
の
行
為
を

し
よ
う
と
す
る
と
き
、
あ
ら
か
じ
め
、
公
正
取
引
委
員
会
に
相
談
し
て
い

る
。
い
わ
ゆ
る
事
前
相
談
で
あ
る
。
そ
の
回
答
如
何
に
よ
り
、
当
事
会
社

が
対
応
策
を
講
じ
て
、
違
反
を
回
避
し
て
い
る
。
平
成
五
年
度
以
降
の
公

正
取
引
委
員
会
年
次
報
告
(
以
下
「
年
次
報
告
」
と
引
用
)
に
主
要
な
事

前
相
談
事
例
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
先
に
私
は
、
「
独

占
禁
止
法
に
お
け
る
会
社
の
合
併
等
企
業
結
合
規
制
の
検
討
」
と
題
し
て
、

平
成
五
年
度
お
よ
び
同
六
年
度
の
公
正
取
引
委
員
会
年
次
報
告
に
収
録
さ

(3) 

れ
て
い
る
事
案
の
分
析
を
試
み
た
。
検
討
の
視
点
は
、
個
別
の
事
案
に
対

す
る
公
正
取
引
委
員
会
の
回
答
の
説
得
性
と
整
合
性
で
あ
る
。
説
得
性
は
、

事
案
処
理
の
論
理
が
説
得
的
で
あ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
整
合
性
は
、
他

の
先
例
と
比
較
し
て
整
合
的
で
あ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
検

討
に
よ
り
、
事
前
の
予
測
可
能
性
が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

本
稿
は
、
平
成
八
年
版
、
同
九
年
版
お
よ
び
同
一

O
年
版
の
年
次
報
告

に
掲
載
さ
れ
た
事
案
の
う
ち
、
説
得
性
と
整
合
性
の
視
点
か
ら
み
て
問
題

(4) 

を
含
む
と
思
わ
れ
る
事
案
に
つ
い
て
分
析
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
公
正
取
引
委
員
会
は
、
か
ね
て
か
ら
、
企
業
結
合
規
制
の
た
め
に

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
公
表
し
て
き
た
が
、
平
成
一

O
年
一
二
月
一
一
一
日
J

新

た
に
「
株
式
保
有
、
合
併
等
に
係
る
『
一
定
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
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を
実
質
的
に
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
』
の
考
え
方
」
(
以
下
「
考
え

方
」
と
い
う
。
)
を
公
表
し
、
こ
れ
に
よ
り
運
用
し
て
い
る
の
で
、
先
ず
、

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
連
し
て
市
場
集
中
規
制
に
つ
い
て
の
若
干
の
論

(
5
)
(
6
)
 

点
を
指
摘
す
る
。

独占禁止法における市場集中規制の事例の検討

(
1
)
本
稿
に
お
い
て
、
株
式
の
「
取
得
L

と
「
所
有
」
を
併
せ
て
「
保

有
」
と
い
う
。

(
2
)
こ
れ
ま
で
の
市
場
集
中
規
制
に
関
わ
る
違
反
事
件
は
、
会
社
の

合
併
で
は
、
人
幡
製
鉄
側
・
富
士
製
鉄
側
の
合
併
事
件
(
昭
四
四
・

一
0

・
三
O
同
意
審
決
・
公
取
委
審
決
集
一
六
巻
四
六
頁
)
、
営

業
の
譲
受
け
等
で
は
、
東
宝
側
・
新
東
宝
樹
事
件
(
昭
二
六
・
九
-

一
九
東
京
高
裁
判
決
・
高
民
四
巻
一
四
号
四
九
七
頁
)
、
株
式
保

有
で
は
、
日
本
石
油
運
送
制
他
=
一
名
事
件
(
昭
二
六
・
六
・
二
五

同
意
審
決
・
公
取
委
審
決
集
三
巻
七
三
頁
)
お
よ
び
株
式
保
有
、

役
員
兼
任
で
は
、
広
島
電
鉄
事
件
側
他
四
名
事
件
(
昭
四
八
・
七
・

一
七
同
意
審
決
・
公
取
委
審
決
集
二
O
巻
六
二
頁
)
が
あ
る
。
そ

の
ほ
か
、
株
式
保
有
規
制
の
脱
法
行
為
と
さ
れ
た
の
は
、
日
本
楽

器
鮒
事
件
(
昭
三
二
・
一
・
三
O
勧
告
審
決
・
公
取
委
審
決
集
八

巻
五
一
頁
)
で
あ
る
。

(3)
拙
稿
・
独
占
禁
止
法
に
お
け
る
会
社
の
合
併
規
制
|
公
正
取
引

委
員
会
の
運
用
事
例
の
検
討
(
商
法
と
商
事
登
記
〈
味
村
治
最
高

裁
判
事
退
官
記
念
》
所
収
・
一
九
九
人
・
商
事
法
務
研
究
会
)

(
4
)
公
正
取
引
委
員
会
年
次
報
告
は
、
年
度
単
位
で
国
会
に
報
告
さ

れ
、
そ
れ
が
肘
公
正
取
引
協
会
か
ら
O
年
版
と
し
て
公
刊
さ
れ
る

が
、
年
度
よ
り
一
年
遅
れ
の
版
と
な
る
(
例
・
五
年
度
↓
六
年
版
)
。

本
稿
は
、
公
正
取
引
協
会
発
行
の
O
年
版
か
ら
引
用
す
る
。

(
5
)
「
考
え
方
」
に
つ
い
て
は
、
鵜
瀞
恵
子
・
新
し
い
合
併
・
株
式
保

有
規
制
の
解
説
届
出
・
報
告
制
度
に
係
る
平
成
一

O
年
独
占
禁

止
法
改
正
(
別
冊
商
事
法
務
二

O
九
号
、
一
九
九
八
、
商
事
法
務

研
究
会
)
(
以
下
「
鵜
瀞
・
解
説
」
と
引
用
)

(6)
最
近
の
企
業
結
合
規
制
に
関
す
る
論
稿
と
し
て
は
、
前
掲

(3)

の
ほ
か
、
山
部
俊
文
・
市
場
集
中
規
制
の
新
展
開
(
法
律
時
報
七

一
巻
一
一
号
一
八
頁
、
一
九
九
九
)
、
拙
稿
・
最
近
の
企
業
結
合
規

制
の
動
向
(
自
由
と
正
義
五
一
巻
四
号
七
四
頁
、
二
0
0
0
)

第

市
場
集
中
規
制
の
規
制
基
準
の
若
干
の
論
点

会
社
の
合
併
、
営
業
の
譲
受
け
等
お
よ
び
株
式
保
有
の
規
制
基
準
は
、

合
併
等
に
よ
り
「
一
定
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
の
実
質
的
に
制
限
す

る
こ
と
と
な
る
」
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
市
場
集
中
規
制
」
と
い
わ

れ
る
。
公
正
取
引
委
員
会
は
、
か
ね
て
か
ら
、
市
場
集
中
規
制
に
つ
い
て

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
、
「
会
社
の
株
式
所
有
の
審
査
に
関
す
る
事
務
処

北法52(1.291)291 



研究ノート

理
基
準
」
(
昭
和
五
六
年
九
月
一
一
日
公
正
取
引
委
員
会
事
務
局
)
お
よ

び
「
会
社
の
合
併
等
の
審
査
に
関
す
る
事
務
処
理
基
準
」
(
昭
和
五
五
年

七
月
一
五
日
公
正
取
引
委
員
会
事
務
局
)
を
公
表
し
、
そ
れ
に
よ
り
事
前

相
談
に
応
じ
て
き
た
。
平
成
一

O
年
、
独
占
禁
止
法
の
改
正
が
な
さ
れ
、

会
社
の
合
併
、
営
業
の
譲
り
受
け
等
に
つ
い
て
、
公
正
取
引
委
員
会
へ
の

事
前
届
出
の
範
囲
の
縮
小
、
ま
た
、
株
式
保
有
、
役
員
の
兼
任
に
つ
い
て
、

報
告
義
務
の
縮
小
な
い
し
廃
止
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
改
正
後
の
平
成
一

O

年
二
一
月
一
一
一
日
、
「
考
え
方
」
が
公
表
さ
れ
、
「
今
後
、
公
正
取
引
委
員

会
は
株
式
保
有
、
合
併
等
に
つ
い
て
、
報
告
・
届
出
の
対
象
と
な
る
か
否

か
に
係
わ
ら
ず
、
本
考
え
方
に
基
づ
い
て
判
断
す
る
こ
と
と
す
る
」
と
し
、

改
正
前
の
会
社
の
合
併
と
株
式
保
有
と
は
別
個
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
っ

た
の
を
統
一
し
た
。
「
考
え
方
」
の
構
成
は
、
第
一
・
競
争
へ
の
影
響
を

み
る
べ
き
企
業
結
合
、
第
二
・
二
疋
の
取
引
分
野
、
第
三
一
・
「
競
争
を
実

質
的
に
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
」
の
解
釈
に
分
け
ら
れ
る
。
本
稿
の
関
心

は
、
主
に
第
三
「
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
」
の
解
釈
に

む
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
企
業
結
合
の
形
態
、
二
疋
の
取
引
分
野
の

画
定
も
関
連
す
る
の
で
、
そ
の
限
り
で
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

「
考
え
方
」
の
競
争
の
実
質
的
制
限
の
意
義
は
、
東
宝
・
新
東
宝
事
件

(
7
)
 

の
東
京
高
裁
判
決
に
拠
っ
て
お
り
、
「
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
と
は
、

競
争
自
体
が
減
少
し
て
、
特
定
の
事
業
者
又
は
事
業
者
集
団
が
そ
の
意
思

で
、
あ
る
程
度
自
由
に
、
価
格
、
品
質
、
数
量
、
そ
の
他
各
般
の
条
件
を

左
右
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
場
を
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
を
も

た
ら
す
こ
と
を
い
う
」
と
す
る
。
ま
た
、
「
こ
と
と
な
る
」
に
つ
い
て
は
、

「
企
業
結
合
に
よ
り
、
競
争
の
実
質
的
制
限
が
必
然
的
で
は
な
い
が
容
易

に
現
出
し
得
る
状
況
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
で
足
り
る
と
す
る
蓋
然
性
を

意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
第
四
章
で
は
、
企
業
結
合
に

よ
り
市
場
構
造
が
非
競
争
的
に
変
化
し
て
、
当
事
会
社
が
単
独
で
又
は
他

の
会
社
と
の
協
調
的
行
動
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
自
由
に
価

格
、
品
質
、
数
回
一
一
塁
、
そ
の
他
各
般
の
条
件
を
左
右
す
る
こ
と
が
で
き
る
状

態
が
容
易
に
現
出
し
得
る
と
み
ら
れ
る
場
合
」
で
あ
る
と
す
る
。

二
平
成
一

O
年
の
独
占
禁
止
法
改
正
ま
で
、
全
て
の
会
社
の
合
併
は
、

公
正
取
引
委
員
会
に
事
前
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
改
正

に
よ
り
、
届
出
を
要
す
る
範
囲
が
狭
め
ら
れ
た
。
「
考
え
方
」
で
は
、
「
報

告
・
届
出
の
対
象
と
な
る
か
否
か
に
係
わ
ら
ず
、
本
考
え
方
に
基
づ
い
て

判
断
す
る
」
と
し
て
い
る
が
、
届
出
を
要
し
な
い
合
併
計
画
が
実
行
に
移

さ
れ
た
後
に
違
法
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
疑
問
で
あ
る
こ
と
は
、
別
稿

(8) 

で
触
れ
た
。

三
「
考
え
方
」
で
は
、
「
第
一
競
争
へ
の
影
響
を
み
る
べ
き
企
業
結
合
」

で
、
合
併
と
株
式
保
有
と
を
区
別
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
企
業
結
合

の
形
態
と
し
て
み
る
と
、
合
併
は
、
「
複
数
の
会
社
が
一
つ
の
法
人
と
し

北法52(1. 292) 292 
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て
一
体
と
な
る
の
で
、
当
事
会
社
間
で
最
も
強
固
な
結
合
関
係
が
形
成
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
」
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
会
社
が
競
争
関
係
に
あ
る
な

ら
競
争
単
位
が
減
少
す
る
。
合
併
の
型
と
し
て
は
、
水
平
型
、
垂
直
型
、

混
合
型
と
あ
り
、
旧
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
そ
れ
ら
の
形
態
別
に
競
争
の

実
質
的
に
制
限
の
判
断
基
準
が
示
さ
れ
て
い
た
。
「
考
え
方
」
で
は
、
「
競

争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
場
合
」
と
し
て
、
「
当
該
企

業
結
合
に
よ
っ
て
、
当
事
会
社
グ
ル
ー
プ
の
地
位
や
競
争
者
の
数
に
変
動

が
な
い
、
い
わ
ゆ
る
垂
直
型
結
合
、
混
合
型
結
合
の
場
合
で
あ
っ
て
、
後

述
の
市
場
の
閉
鎖
性
・
排
他
性
、
総
合
的
事
業
能
力
等
の
問
題
を
生
じ
な

い
場
合
」
と
摘
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
る
と
、
規
制
の
関
心
事
は
、

や
は
り
水
平
型
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

株
式
保
有
の
型
に
も
、
水
平
型
、
垂
直
型
、
混
合
型
が
あ
り
、
旧
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
類
型
に
よ
り
「
競
争
の
実
質
的
制
限
」
と

な
る
判
断
基
準
を
示
し
て
い
た
。
「
考
え
方
」
で
は
、
合
併
に
沿
っ
て
規

制
の
焦
点
を
水
平
型
に
お
い
て
い
る
。
株
式
保
有
で
は
被
保
有
会
社
が
存

続
し
て
お
り
、
保
有
会
社
と
被
保
有
会
社
と
の
関
係
は
、
株
式
の
保
有
比

率
、
役
員
の
派
遣
、
兼
任
、
取
引
関
係
等
に
よ
り
異
な
り
多
様
と
な
る
。

一
O
O
%
子
会
社
と
な
る
な
ら
、
実
質
的
に
競
争
単
位
が
消
滅
す
る
。
そ

う
で
な
く
て
も
、
株
式
保
有
比
率
そ
の
他
の
関
係
に
よ
り
、
会
社
聞
の
関

係
が
異
な
る
。
株
式
保
有
に
よ
り
市
場
構
造
が
非
競
争
的
に
変
化
す
る
と

い
っ
て
も
、
保
有
会
社
と
被
保
有
会
社
の
関
係
が
多
様
な
の
で
、
市
場
に

お
け
る
競
争
へ
の
影
響
も
一
様
で
は
な
い
。

株
式
保
有
比
率
に
よ
り
市
場
に
お
け
る
競
争
へ
の
影
響
が
異
な
る
こ
と

は
、
株
式
所
有
報
告
書
の
提
出
義
務
(
一

O
E
)
に
反
映
し
て
い
る
。
公

正
取
引
委
員
会
に
対
す
る
株
式
報
告
書
提
出
義
務
は
、
「
株
式
発
行
会
社

の
発
行
済
株
式
の
総
数
に
占
め
る
株
式
所
有
会
社
の
当
該
取
得
し
、
又
は

所
有
す
る
株
式
の
数
の
割
合
が
、
百
分
の
十
を
下
回
ら
な
い
範
囲
内
に
お

い
て
政
令
で
定
め
る
数
値
(
:
:
:
)
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
と
き
」
で
あ

る
(
一

O
E
)
。
政
令
に
よ
る
と
、
こ
の
数
値
は
、
①
株
式
所
有
割
合
が

一
O
O
分
の
一

O
以
下
の
値
か
ら
増
加
し
て
、
一

O
O
分
の
一

O
を
超
え

る
こ
と
と
な
り
、
か
っ
、
一

O
O
分
の
二
五
を
超
え
る
こ
と
と
な
ら
な
い

場
合
に
は
、
一

O
O
分
の
一

O
、
②
株
式
所
有
割
合
が
一

O

O
分
の
二
五

以
下
の
値
か
ら
増
加
し
て
、
一

O
O
分
の
二
五
を
超
え
る
こ
と
と
な
り
、

か
っ
、
一

O
O
分
の
五
O
を
超
え
る
こ
と
と
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
一

O

O
分
の
二
五
、
③
株
式
所
有
割
合
が
一

O
O
分
の
五
O
を
以
下
の
値
か
ら

増
加
し
て
、
一

O
O
分
の
五
O
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
は
、
一

O

O
分
の
五
O
で
あ
る
。
「
考
え
方
」
は
、
こ
れ
に
照
合
し
て
、
企
業
結
合

関
係
の
形
成
・
維
持
・
強
化
の
判
断
基
準
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

株
式
報
告
書
の
提
出
も
「
考
え
方
」
の
判
断
基
準
も
、
株
式
の
取
得
を

伴
い
、
そ
れ
に
よ
る
結
合
関
係
の
形
成
・
強
化
が
「
こ
と
と
な
る
」
か
が
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問
題
と
さ
れ
る
。
取
得
は
一
時
点
の
行
為
で
あ
る
が
、
所
有
は
持
続
的
行

為
で
あ
る
。
合
併
は
特
定
の
時
点
で
の
行
為
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
合

併
は
そ
の
時
点
に
お
い
て
独
占
禁
止
法
違
反
か
否
か
が
判
断
さ
れ
る
が
、

(9) 

株
式
所
有
は
、
所
有
を
持
続
し
て
い
て
違
法
と
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
と
き
で
あ
る
か
が
論
点
の
一
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

株
式
の
取
得
に
よ
る
株
式
所
有
比
率
の
増
加
が
僅
少
で
あ
る
が
、
前
記
の

①
の
程
度
か
ら
②
の
程
度
に
移
行
し
た
と
き
に
、
で
」
と
と
な
る
」
を
ど

の
様
に
判
断
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
新
た
な
株
式
の
取
得
を
伴
わ
な
い
場

合
に
「
こ
と
と
な
る
」
を
問
題
に
し
う
る
か
が
問
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、

こ
の
問
題
に
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。

(7)
昭
和
二
八
・
一
二
・
九

号
八
六
八
頁

(8)
前
掲

(3)
拙
稿
七
九
頁

(9)
根
岸
哲
・
舟
田
正
之
・
独
占
禁
止
法
概
説
(
二

0
0
0

間
)
九
三
頁

東
京
高
裁
判
決

高
民
集
六
巻

第

会
社
の
合
併
の
事
例

(
叩
)

新
王
子
製
紙
と
本
州
製
紙
の
合
併

本
件
は
、
製
紙
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
新
王
子
製
紙
と
本
州
製
紙
と
が
、

経
営
効
率
化
を
通
じ
た
国
際
競
争
力
の
強
化
等
を
目
的
と
し
た
合
併
で
あ

る。
本
件
の
一
定
の
取
引
分
野
は
、
非
塗
工
紙
う
ち
の
中
級
印
刷
紙
の
全
国

市
場
で
あ
る
。

2

本
件
の
問
題
点
は
、
①
合
併
新
会
社
の
中
級
印
刷
紙
の
生
産
シ
ェ
ア

が
三
コ
了
四
%
で
第
一
位
、
上
位
三
社
の
累
積
シ
ェ
ア
が
六
六
・
三
%
と

な
り
、
お
よ
び
②
合
併
新
会
社
の
代
理
庖
で
紙
、
板
紙
の
卸
売
業
の
シ
ェ

ア
の
高
い
日
本
紙
パ
ル
プ
商
事
お
よ
び
大
永
通
商
に
対
す
る
持
株
比
率
が

高
ま
る
こ
と
で
あ
る
。

有
斐

公
正
取
引
委
員
会
は
、
①
中
級
印
刷
紙
に
つ
い
て
、
生
産
シ
ェ
ア
お

よ
び
上
位
三
社
の
累
積
シ
ェ
ア
を
勘
案
す
る
と
、
中
級
印
刷
紙
の
製
造
・

販
売
分
野
に
お
い
て
「
こ
と
と
な
る
」
お
そ
れ
が
あ
り
、
②
新
会
社
は
、

紙
・
板
紙
の
卸
売
業
者
で
シ
ェ
ア
の
大
き
い
代
理
庖
二
社
の
筆
頭
株
主
と

な
り
、
か
つ
第
二
位
の
株
主
(
日
本
製
紙
)
の
持
株
比
率
を
大
き
く
上
回

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
紙
・
板
紙
の
流
通
分
野
に
お
い
て
「
こ
と
と
な
る
」

3 
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お
そ
れ
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
当
事
会
社
は
、
①
中
級
印
刷
紙
に
つ
い
て
、
両
当
事
会

社
の
生
産
数
量
の
一
部
を
縮
小
し
、
そ
の
設
備
を
他
の
品
種
の
生
産
に
振

り
向
け
、
な
ら
び
に
②
日
本
紙
パ
ル
プ
商
事
お
よ
び
大
永
紙
通
商
の
持
株

比
率
を
引
き
下
げ
る
と
し
た
。

4

検
討

(
l
)
本
件
合
併
に
よ
り
、
上
位
三
社
の
累
積
集
中
度
が
六
六
・

三
%
と
な
る
。
こ
れ
は
、
価
格
の
同
調
的
引
上
げ
の
理
由
の
報
告
の
聴
取

(
一
入
の
二
)
の
対
象
と
な
る
寡
占
的
市
場
構
造
に
は
及
ば
な
い
が
、
累

積
集
中
度
を
合
併
規
制
基
準
と
し
て
明
示
し
た
こ
と
は
初
め
て
で
あ
る
。

本
件
で
「
こ
と
と
な
る
」
を
判
断
し
た
要
因
と
し
て
、
新
会
社
の
生
産
シ
ェ

ア
と
累
積
集
中
度
の
み
し
か
摘
示
さ
れ
て
い
な
い
。
高
い
累
積
集
中
度
と

な
る
場
合
に
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
。
本
件
は
、
旧
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
当
時
の
事
案
で
あ
る
。
重
点
的
審
査
対
象
の
選
択
基
準
と
し
て
累

積
集
中
度
が
摘
一
不
さ
れ
て
い
る
が
、
審
査
の
考
慮
事
項
と
し
て
「
競
争
者

の
数
が
少
な
い
場
合
:
:
:
当
該
合
併
の
競
争
に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
」
く

(
第
三

1
(
2
)
ア
(
注

1
)
)
、
「
特
に
、
競
争
者
の
数
が
減
少
し
て
、

い
わ
ゆ
る
寡
占
的
な
市
場
に
変
化
す
る
場
合
、
例
え
ば
上
位
三
社
累
積

シ
ェ
ア
が
七
O
%
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
は
、
競
争
者
向
に
お
い

て
協
調
的
行
為
が
行
わ
れ
や
す
く
な
る
こ
と
も
考
慮
さ
れ
る
」
と
い
う
指

(
日
)

摘
が
あ
る
。
し
か
し
、
ど
の
程
度
の
累
積
集
中
度
に
な
る
と
市
場
へ
の
影

響
が
大
き
く
な
る
か
の
基
準
が
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
、
生
産
シ
ェ
ア
と

累
積
集
中
度
の
み
で
「
こ
と
と
な
る
」
お
そ
れ
を
判
断
し
た
と
い
う
の
は
、

説
得
性
に
欠
く
と
い
う
批
判
が
出
ょ
う
。
ま
た
、
累
積
集
中
度
を
「
こ
と

と
な
る
」
の
判
断
要
因
と
す
る
に
は
、
複
数
の
事
業
者
に
よ
る
共
同
支
配

と
い
う
概
念
を
取
り
込
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、
旧
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
依
拠
し
た
東
宝
・
新
東
宝
事
件
東
京
高
裁
判
決
の
競
争
の
実
質
的

制
限
の
意
義
が
そ
れ
と
結
び
つ
く
か
疑
問
で
あ
る
(
こ
の
点
は
、
「
考
え

方
」
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
)
。
ま
た
、
当
事
会
社
の
対
応
と
し
て
、

中
級
印
刷
紙
の
生
産
数
旦
一
塁
の
縮
小
、
な
い
し
設
備
の
他
の
品
種
の
生
産
へ

の
振
り
向
け
と
い
う
こ
と
が
、
現
実
に
ど
の
程
度
の
市
場
占
拠
率
ま
で
縮

小
さ
れ
れ
ば
足
る
の
か
、
先
例
と
す
る
に
は
不
明
で
あ
る
。

(2)
本
件
で
、
当
事
会
社
に
よ
る
大
手
流
通
業
者
の
持
株
比
率
が
高
い

の
で
「
こ
と
と
と
な
る
」
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
点
、
平
成
五
年

の
王
子
製
紙
と
神
崎
製
紙
と
の
合
併
で
は
、
「
流
通
業
者
に
対
す
る
影
響

が
増
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他
の
製
紙
メ
ー
カ
ー
と
の
販
売
力
の
格
差
の

拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
」
と
あ
り
、
そ
れ
が
法
的
に
ど
の
よ
う
な
意
義
を
有

(ロ)

す
る
の
か
不
明
で
あ
っ
た
。
本
件
で
は
、
こ
れ
が
「
こ
と
と
な
る
」
と
い

う
。
本
件
で
流
通
過
程
が
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
紙
・
板
紙
市
場
で
あ
ろ

う
。
メ
ー
カ
ー
と
流
通
業
者
関
に
商
品
の
取
引
関
係
が
あ
り
、
合
併
に
よ

り
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
二
以
上
の
流
通
業
者
の
持
株
比
率
が
高
く
な
り
、
か
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っ
、
メ
ー
カ
ー
お
よ
び
流
通
業
者
の
市
場
シ
ェ
ア
が
高
く
な
る
と
き
に
、

独
占
禁
止
法
上
問
題
と
な
る
の
は
、
流
通
業
者
間
の
水
平
的
関
係
と
併
せ

て
メ
ー
カ
ー
と
流
通
業
者
間
の
垂
直
的
関
係
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
件
で

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
は
、
合
併
新
会
社
に
よ
る
代
理
庖
の
株
式
保
有

が
筆
頭
株
主
と
な
り
、
第
二
位
の
株
主
と
の
持
株
比
率
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
る
い
る
と
い
う
の
み
で
あ
る
。
株
式
保
有
比
率
が
示
さ
れ
て
い
な
い

(
日
)

な
ど
主
要
な
判
断
基
準
が
不
明
な
の
で
、
説
得
性
を
欠
く
こ
と
に
な
る
。

(
M
)
 

二
井
石
油
化
学
と
一
一
一
井
東
圧
化
学
と
の
合
併

本
件
は
、
石
油
化
学
品
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
三
井
石
油
化
学
工
業
と
総

合
化
学
品
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
三
井
東
圧
化
学
が
、
海
外
展
開
に
お
け
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ

l
の
確
保
、
研
究
開
発
の
強
化
等
を
目
的
と
し
た
合
併

l で
あ
る
。

本
件
の
一
定
の
取
引
分
野
は
、
当
事
会
社
の
生
産
・
販
売
す
る
製
品
の

う
ち
競
合
関
係
が
あ
り
生
産
能
力
ま
た
は
販
売
数
量
の
シ
ェ
ア
を
合
算
す

る
と
一
五
%
以
上
か
つ
第
一
位
と
な
る
の
は
七
品
目
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、

フ
ェ
ノ

i
ル
お
よ
び
合
併
後
、
競
争
者
数
が
最
も
少
な
く
、
し
か
も
市
場

シ
ェ
ア
が
最
も
高
く
な
る
ア
ル
フ
ァ
メ
チ
ル
ス
チ
レ
ン

(
A
M
S
)
に
つ

い
て
み
て
み
る
。

(
l
)
フ
ェ
ノ

l
ル
に
は
、
直
接
に
競
合
ま
た
は
代
替
関
係
に
あ
る
製
品

が
な
い

(
製
法
に
は
ク
メ
ン
法
と
ト
ル
エ
ン
法
が
あ
る
が
、
製
品
の
品
質

差
や
価
格
差
が
な
い
0
)

。

三
井
石
化

三
井
東
圧

合
併
後

シ
ェ
ア
(
%
)
順
位

シ
ェ
ア
(
%
)
順
位

シ
ェ
ア
(
%
)
順
位

競
争
者
の
減
少

生
産
能
力
一
二
三
・
七

位

五

二
位
五
六

位

五
社
↓
四
社

販
売
数
量
コ
一
0

・九

一
位
二
六
・
四

位

四
社
↓
一
一
一
社

=
一
位
五
七
三

(
2
)
A
M
S
は
、
「
そ
の
用
途
の
ほ
と
ん
ど
を
し
め
る

A
B
S
樹
脂
の

耐
熱
性
向
上
剤
の
分
野
で
は

P
M
I
(
フ
エ
ニ
ル
マ
レ
イ
ミ
ド
)
と
代
替

関
係
が
あ
り
、

P
M
I
を
含
め
た
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
に
つ
い
て
も

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
」
。

A
M
S
は
、
合
併
後
に
は
三
社

か
ら
二
社
に
な
り
、
市
場
シ
ェ
ア
は
生
産
能
力
で
八
二
・
九
%
、
販
売
数

量
で
八

0
・
八
%
と
な
り
、
い
ず
れ
も
一
位
で
あ
る
。

2

考
慮
事
項

(
l
)
フ
ェ
ノ

l
ル

①

輸

入

品

の

存

在

(a)
メ
ー

カ
ー
に
品
質
の
差
が
な
く
、
ユ
ー
ザ
ー
の
使
い
慣
れ
等
の
問
題
も
な
い
。

ロ
ッ
ト
・
荷
姿
・
運
搬
・
保
管
の
箇
で
問
題
が
少
な
く
、
主
な
ユ
ー
ザ
ー

に
輸
入
経
験
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ユ
ー
ザ
ー
は
容
易
に
輸
入
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
る
。

(
b
)
輸
入
価
格
、
輸
出
価
格
お
よ
び
国
内
価
格
が
近
年

ほ
ぽ
同
水
準
で
推
移
し
て
お
り
、
国
内
市
場
お
よ
び
海
外
市
場
共
通
の
価

格
形
成
が
行
わ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
合
併
後
の
当
事
会
社
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の
販
売
シ
ェ
ア
が
高
く
て
も
、
国
内
市
場
に
お
け
る
価
格
や
数
量
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
カ
が
な
い
。

(
C
)

フ
エ
ノ

1
ル
の
輸
入
比
率
は
平
成
七

年
度
で
一
・
七
%
に
す
ぎ
な
い
が
、
国
内
生
産
能
力
が
低
か
っ
た
時
期
に

は
輸
入
比
率
は
現
在
よ
り
も
高
か
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
輸
入
比
率

の
低
さ
は
、
国
内
価
格
が
海
外
価
格
と
ほ
ぼ
同
水
準
で
あ
り
、
か
っ
、
現

在
は
国
内
メ
ー
カ
ー
の
供
給
余
力
が
あ
る
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
輸
入
す
る
ま

で
も
な
い
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、
大
手
ユ
ー
ザ
ー
の
中
に
は
、
国
内
メ
ー

カ
ー
と
の
価
格
交
渉
を
有
利
に
行
う
等
の
目
的
か
ら
、
輸
入
価
格
の
方
が

あ
る
程
度
高
く
て
も
輸
入
を
維
持
す
る
方
針
を
採
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
。

②
競
争
業
者
の
存
在
近
年
、
新
日
鉄
化
学
、
三
菱
化
学
(
旧
三
菱
化

成
)
、
お
よ
び
出
光
石
泊
化
学
が
相
次
い
で
参
入
し
て
お
り
、
生
産
能
力

シ
ェ
ア
お
よ
び
販
売
数
量
シ
ェ
ア
で
二
O
%
を
超
え
る
競
争
業
者
が
存
在

し
て
い
る
。

ユ
ー
ザ
ー
の
意
見
大
手
ユ
ー
ザ
ー
お
よ
び
中
小
ユ
ー
ザ
ー
は
、
い

ず
れ
も
海
外
価
格
を
み
な
が
ら
価
格
交
渉
を
行
っ
て
お
り
、
本
件
合
併
に

よ
り
取
引
数
量
・
価
格
面
で
不
利
に
な
る
こ
と
は
な
い
。

④
当
事
会
社
の
総
合
的
事
業
能
力
石
油
化
学
工
業
分
野
で
は
、
そ
の

売
上
高
お
よ
び
エ
チ
レ
ン
生
産
能
力
シ
ェ
ア
で
第
一
位
の
三
菱
化
学
ほ
か
、

他
に
有
力
な
事
業
者
が
存
在
し
て
い
る
。

③ 

代
替
品
の
存
在

A
B
S
樹
脂
の
耐
熱
向
上
剤
の
用
途

面
で
徐
々
に

P
M
I
と
置
き
換
わ
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
、
販
売
数
量
は

年
々
低
下
し
て
い
る
。

3

検
討

(
l
)
本
件
合
併
で
、
フ
ェ
ノ

l
ル
に
つ
い
て
、
市
場
シ
ェ
ア

が
生
産
能
力
で
五
六
・
二
%
で
第
一
位
で
あ
る
か
ら
高
度
寡
占
的
市
場
構

造
と
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
こ
と
と
な
る
」
と
し
な
か
っ
た
の
は
、
「
輸

入
品
の
存
在
」
の
判
断
に
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
合
併
当
事
会
社
が
フ
エ
ノ

l

ル
の
「
圏
内
市
場
に
お
け
る
価
格
や
数
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
が
な

い
」
、
す
な
わ
ち
市
場
支
配
力
を
形
成
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
「
こ

と
と
な
る
」
と
は
い
え
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
「
園
内
市
場
及
び
海
外

市
場
共
通
の
価
格
形
成
」
が
国
内
市
場
を
支
配
し
て
い
な
い
と
い
う
類
例

は
、
価
格
の
同
調
的
引
き
上
げ
の
報
告
の
聴
取
(
独
禁
一
八
の
二
)
の
対

象
と
な
ら
な
い
「
取
引
基
準
価
格
の
引
き
上
げ
の
理
由
が
客
観
的
に
明
白

で
あ
る
あ
る
場
合
」
の
「
国
際
商
品
相
場
に
忠
実
に
リ
ン
ク
し
た
圏
内
相

(
日
)

場
が
存
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
」
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
判

断
は
、
他
の
化
学
製
品
あ
る
い
は
繊
維
製
品
等
の
い
わ
ゆ
る
グ
ロ
ー
バ
ル

化
し
て
い
る
製
品
の
囲
内
事
業
者
の
統
合
の
判
断
に
影
響
を
も
た
ら
す
で

(
2
)
A
M
S
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あ
ろ
う
。

(2)
こ
の
事
例
で
は
、
累
積
集
中
度
や
合
併
後
の
シ
ェ
ア
の
増
加
の
度

合
い
、
二
位
と
の
格
差
な
ど
が
捨
象
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
こ
れ
ま
で
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の
処
理
と
異
な
り
、
事
案
処
理
の
整
合
性
が
問
わ
れ
よ
う
。
ま
た
、
輸
入

(
凶
)

比
率
が
低
い
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
は
、
競
争
制
限
的
に
み
ら
れ
て
き
た
が
、

今
後
は
、
本
件
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
輸
入
水
準
の
低
さ
の
み
で
な
く
、

海
外
価
格
と
圏
内
価
格
と
の
比
較
な
ど
か
ら
、
「
わ
ざ
わ
ざ
輸
入
す
る
ま

で
も
な
い
」
か
否
か
な
ど
実
質
的
理
由
の
判
断
を
要
し
よ
う
。

(
3
)
A
M
S
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
取
引
分
野
の
画
定
を
代
替
口
問
ま
で

含
め
て
い
る
。
代
替
品
を
一
定
の
取
引
分
野
の
画
定
で
含
め
た
事
例
と
し

(
げ
)

て
は
、
白
セ
メ
ン
ト
と
セ
メ
ン
ト
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
事
例
も
市
場
シ
ェ

ア
が
極
め
て
高
い
も
の
で
あ
る
。
一
定
の
取
引
分
野
の
画
定
に
代
替
口
聞
を

含
め
る
か
否
か
の
基
準
は
、
本
件
で
は
、
用
途
の
置
き
換
わ
り
と
販
売
数

量
の
低
下
傾
向
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
後
の
事
案
に
は
重
要
な
も
の
と
な

(
ゆ
)

ろ、っ。(
叩
)
平
成
九
年
版
年
次
報
告
一
九
五
頁
、
鵜
瀞
・
解
説
一
四
九
頁

(
日
)
根
岸
・
舟
回
・
前
掲

(
9
)
九
六
|
七
頁

(
ロ
)
こ
の
点
の
指
摘
は
、
拙
稿
・
前
掲

(
3
)
四
九
O
頁

(
日
)
根
岸
・
舟
田
は
、
本
件
を
垂
直
的
株
式
保
有
の
事
例
に
分
類
し

て
い
る
(
前
掲

(9)

一
O

O
頁
)
0

た
と
え
ば
メ
ー
カ
ー
と
二

以
上
の
流
通
会
社
問
に
取
引
関
係
が
な
い
と
き
に
は
、
流
通
会
社

聞
の
市
場
制
限
が
問
題
と
な
る
。

(H)
平
成
一

O
年
版
年
次
報
告
二
二
六
頁
、
鵜
瀞
・
解
説
一
五
九
頁

(
日
)
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
十

八
条
の
二
の
規
定
に
関
す
る
運
用
基
準
第
二

2
(
l
)

(
日
)
た
と
え
ば
、
拙
稿
・
前
掲

(3)
四
八
九
頁

(
げ
)
平
成
八
年
版
年
次
報
告
一
二
四
頁

(日
)
A
M
S
に
つ
い
て
「
・

-
P
M
I
(
フ
エ
ニ
ル
マ
レ
イ
ド
)
と

代
替
関
係
が
あ
り
、

P
M
I
を
含
め
た
取
引
分
野
に
お
け
る
競

争
:
:
:
」
と
代
替
品
を
含
め
て
一
定
の
取
引
分
野
を
画
定
し
て
い

る
。
白
色
セ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
代
替
品
と
し
て
準
白
色
セ
メ
ン

ト
、
高
炉
セ
メ
ン
ト
の
一
部
お
よ
び
高
炉
ス
ラ
グ
の
一
部
が
あ
り
、

こ
れ
ら
を
含
め
て
一
定
の
取
引
分
野
を
画
定
し
て
い
る
。
た
だ
、

用
語
と
し
て
は
「
代
替
品
」
は
、
「
考
え
方
」
に
よ
る
と
「
当
該

商
品
と
機
能
・
効
用
は
類
似
し
て
い
る
が
、
別
の
市
場
を
構
成
し

て
い
る
代
替
品
の
市
場
が
存
在
す
る
場
合
」
(
第
一
一
一

2
(
3
)
イ

(
ウ
)
)
と
い
う
よ
う
に
市
場
を
別
に
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
同

一
の
二
疋
の
取
引
分
野
に
含
め
る
と
き
に
は
、
「
競
合
口
問
」
と
し
、

「
代
替
品
」
と
区
別
し
た
方
が
適
切
で
な
い
か
。

第

営
業
の
譲
受
け
の
事
例

日
本
合
成
ゴ
ム
及
、
ぴ
三
菱
化
学
に
よ
る

A
B
S
樹
脂
等
事
業
の
統
合
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(
ゆ
)

共
同
事
業
会
社

独占禁止法における市場集中規制の事例の検討

本
件
は
、
日
本
合
成
ゴ
ム
と
一
一
一
菱
化
学
が
、
国
際
競
争
力
の
強
化
等

を
目
的
と
し
て
、
共
同
出
資
会
社
を
設
立
し
、
そ
の
会
社
に
両
社
の

A
B

S
樹
脂
(
ア
ク
リ
ロ
ニ
ト
リ
ル
・
ブ
タ
ジ
エ
ン
・
ス
チ
レ
ン
樹
脂
)
お
よ

び
A
S
(
ア
ク
リ
ロ
ニ
ト
リ
ル
・
ス
チ
レ
ン
樹
脂
)
事
業
な
ら
び
に
日
本

合
成
ゴ
ム
の

A
E
S
樹
脂
(
ア
ク
リ
ロ
ニ
ト
リ
ル
・
エ
チ
レ
ン
プ
ロ
ピ
レ

ン
ラ
パ

l
・
ス
チ
レ
ン
樹
脂
)
お
よ
び

M
B
S
樹
脂
(
メ
チ
ル
メ
タ
ア
ク

リ
ル
レ

l
ト
・
ブ
タ
ジ
エ
ン
・
ス
チ
レ
ン
樹
脂
)
事
業
を
譲
渡
す
る
も
の

で
あ
る
(
四
品
目
を
「
A
B
S
樹
脂
等
」
と
い
う
)
。
な
お
、
二
一
菱
化
学

は、

A
B
S
樹
脂
等
に
お
い
て
世
界
第
一
位
の
生
産
能
力
を
有
す
る
奇
美

実
業
(
台
湾
)
と
そ
の
我
が
国
に
お
け
る
販
売
に
関
す
る
業
務
提
携
を
行
っ

て
い
る
。

本
件
の
一
定
の
取
引
分
野
は
、

A
B
S
樹
脂
等
ス
チ
レ
ン
モ
ノ
マ

l
を

主
原
料
と
し
、
ブ
タ
ジ
エ
ン
等
を
副
原
料
と
し
て
製
造
さ
れ
る
樹
脂
の
各

品
目
毎
と
し
て
い
る
。

2

本
件
の
問
題
点
は
、
当
事
会
社
の
販
売
シ
ェ
ア
が
、

A
B
S
樹
脂
に

つ
い
て
二
五
・
五
%
か
つ
第
一
位
と
な
り
、

A
S
樹
脂
に
つ
い
て
二
五
・

二
%
か
つ
第
二
位
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
考
慮
事
項
は
、

A
B
S

樹
脂
に
つ
い
て
一
O
%
を
超
え
る
シ
ェ
ア
を
有
す
る
有
力
な
競
争
業
者
が

複
数
存
在
し
、

A
S
樹
脂
に
つ
い
て
第
一
位
の
有
力
な
競
争
業
者
(
シ
ェ

ア
約
三
O
%
)
お
よ
び
一
O
%
超
の
有
力
な
競
争
業
者
が
複
数
存
在
す
る
。

A
B
S
樹
脂
等
の
用
途
の
う
ち
、
他
の
樹
脂
(
ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト
ポ
リ
ス

チ
レ
ン
樹
脂
等
)
に
代
替
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
ら
を
考
慮
す

る
と
、
当
事
会
社
の
シ
ェ
ア
は
低
下
す
る
こ
と
で
あ
る
。

3

公
正
取
引
委
員
会
は
、
三
菱
化
学
が
奇
美
実
業
と
我
が
国
に
お
け
る

A
B
S
樹
脂
等
の
販
売
に
関
す
る
業
務
提
携
に
よ
り
、

A
B
S
樹
脂
等
の

製
造
・
販
売
分
野
に
お
い
て
「
こ
と
と
な
る
」
お
そ
れ
が
あ
る
と
指
掃
し

た。
こ
れ
に
対
し
、
三
菱
化
学
が
、
奇
美
実
業
と
の
業
務
提
携
に
つ
い
て
、

そ
の
解
消
を
含
め
て
検
討
す
る
等
の
措
置
を
採
る
旨
の
申
し
出
を
し
た
。

4

検
討
本
件
で
は
、
二
疋
の
取
引
分
野
を
各
品
目
毎
に
画
定
し
て
い

る
が
、
判
断
は
四
品
目
を
丸
め
て
い
る
。
そ
こ
で
、
日
本
合
成
ゴ
ム
の
生

産
し
て
い
る

A
E
S
樹
脂
お
よ
び

M
B
S
樹
脂
は
、
新
会
社
に
事
業
を
移

転
し
て
も
、
シ
ェ
ア
が
増
え
な
い
の
に
、
「
こ
と
と
な
る
」
と
さ
れ
た
理

由
が
不
明
で
あ
る
。

A
B
S
樹
脂
は
、
販
売
シ
ェ
ア
が
二
五
・
五
%
で
第
一
位
で
あ
る
が
、

一
O
%
超
の
有
力
事
業
者
が
存
在
し
、
し
か
も

A
B
S樹
脂
と
特
定
し
て

い
な
い
が
、
代
替
品
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
競
争
促
進
要
因
で
あ
る
。

A
S
樹
脂
は
第
二
位
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
「
こ
と
と
な
る
」
と
さ
れ
た
の

北法52(1・299)299
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は
、
も
っ
ぱ
ら
三
菱
化
学
が
「
奇
美
実
業
と
の
わ
が
国
お
け
る

A
B
S
樹

脂
等
の
販
売
に
関
す
る
業
務
提
携
に
あ
る
」
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
説
得

的
か
。
事
実
関
係
が
十
分
に
明
ら
か
で
な
い
が
、
奇
美
の
販
売
が
新
会
社

を
通
じ
る
と
し
て
も
、
量
的
に
多
く
な
い
な
ら
、
本
件
を
問
題
と
す
べ
き

こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
シ
ェ
ア
の
増
加
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
、
「
こ
と
と
な

(
却
)

ら
な
い
」
要
因
と
さ
れ
た
事
例
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
そ
れ
に
よ
り
、
奇

美
実
業
に
よ
る
わ
が
国
へ
の
輸
入
が
制
限
さ
れ
る
の
を
懸
念
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
本
件
と
別
個
の
問
題
で
あ
る
。

(
凶
)
平
成
八
年
版
年
次
報
告
二

O
五
頁

(
却
)
平
成
八
年
版
年
次
報
告
二

O
九
頁

第
四

会
社
に
よ
る
株
式
保
有
の
事
例

会
社
が
既
に
合
法
的
に
他
の
会
社
の
株
式
を
所
有
し
て
い
る
場
合

た
と
え
ば
、

A
社
が
合
法
的
に
結
合
関
係
を
形
成
す
る
程
度
に

B
社

の
株
式
を
所
有
し
、

A
社
と

B
社
の
競
合
す
る
商
品
の
市
場
シ
ェ
ア
を
合

わ
せ
る
と
相
当
高
い
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、

C
社
が
競
争
関
係
に
あ
る

D

社
お
よ
び

E
社
と
い
う
子
会
社
二
社
の
株
式
を
所
有
し
て
い
て
、

D
社
お

l 

よ
び

E
社
の
競
合
す
る
商
品
の
市
場
シ
ェ
ア
を
合
計
す
る
と
高
い
と
い
う

場
合
も
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
解
釈
論
あ
る
い
は
「
考
え
方
」

に
照
ら
す
な
ら
、
株
式
の
所
有
に
よ
り
商
品
の
市
場
に
お
け
る
シ
ェ
ア
が

高
い
の
で
、
「
こ
と
と
な
る
」
お
そ
れ
が
あ
り
、
独
占
禁
止
法
一

O
条
一

項
の
規
定
に
違
反
す
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
会
社

の
う
ち
に
は
平
成
一

O
年
の
独
占
禁
止
法
改
正
以
前
か
ら
株
式
所
有
報
告

書
を
提
出
し
て
い
た
が
、
公
正
取
引
委
員
会
か
ら
何
ら
の
指
摘
も
な
く
長

年
経
過
し
、
そ
の
株
式
所
有
が
表
面
化
し
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
場
合
も

あ
る
。
ま
た
、
現
行
規
定
の
下
で
は
、
会
社
が
他
の
会
社
の
株
式
の
取
得

に
株
式
報
告
書
の
提
出
を
要
し
な
い
場
合
に
、
前
記
事
例
の
よ
う
な
こ
と

が
お
こ
り
う
る
。
果
た
し
て
、
こ
れ
ら
を
端
的
に
独
占
禁
止
法
一

O
条
違

反
と
し
て
処
理
で
き
る
か
が
、
こ
こ
で
の
論
点
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
場
合
、
会
社
が
他
の
会
社
の
株
式
を
所
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、

一
定
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
蓋

然
性
が
あ
る
か
が
問
題
と
な
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
蓋
然
性
と
い
う
の
は
、

「
企
業
結
合
に
よ
り
、
競
争
の
実
質
的
制
限
が
必
然
的
で
は
な
い
が
容
易

(
れ
)

に
現
出
し
得
る
状
況
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
」
で
あ
る
。

し
か
し
、
会
社
が
他
の
会
社
の
株
式
を
既
に
長
期
間
所
有
し
て
き
た
と

き
、
そ
の
株
式
所
有
つ
い
て
の
「
こ
と
と
な
る
」
の
判
断
は
、
こ
れ
か
ら

会
社
が
合
併
な
い
し
株
式
取
得
の
場
合
と
異
な
る
場
面
が
あ
る
。
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そ
の
一
は
、
合
併
な
い
し
株
式
取
得
の
場
合
に
は
、
お
お
む
ね
、
事
前

審
査
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
行
為
に
よ
り
、
市
場
構
造
が
非
競
争
的
に
変
化

す
る
の
を
予
測
し
て
、
株
式
取
得
が
「
こ
と
と
な
る
」
に
当
た
る
か
を
判

断
す
る
。
他
の
会
社
の
株
式
を
既
に
所
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
取

得
当
時
、
そ
れ
に
よ
り
市
場
構
造
の
変
化
が
あ
っ
た
が
、
現
状
で
は
株
式

所
有
に
よ
る
市
場
構
造
の
変
化
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
合
併
な
い
し
株

式
取
得
の
事
前
審
査
の
よ
う
に
、
市
場
構
造
の
変
化
を
捉
え
て
、
「
こ
と

と
な
る
」
蓋
然
性
が
あ
る
か
を
判
断
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

そ
の
こ
は
、
先
に
株
式
所
有
の
違
法
性
の
判
断
は
二
段
構
え
で
あ
る
と

指
摘
し
た
が
、
株
式
の
所
有
会
社
と
被
所
有
会
社
と
の
間
に
結
合
関
係
が

形
成
・
強
化
さ
れ
、
両
社
の
生
産
・
販
売
す
る
商
品
の
市
場
シ
ェ
ア
が
高

い
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
の
み
で
「
こ
と
と
な
る
」
と
判
断
で
き
な
い
。
法

が
禁
止
し
て
い
る
の
は
、
結
合
関
係
の
形
成
・
強
化
で
は
な
く
、
株
式
所

有
に
よ
る
競
争
の
実
質
的
制
限
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
、
株

式
所
有
に
よ
る
結
合
関
係
の
有
無
の
判
断
に
先
立
ち
、
そ
の
市
場
、
つ
ま

り
二
定
の
取
引
分
野
に
お
い
て
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
蓋
然
性
が
あ

る
か
が
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
株
式
所
有
の
場
合
の
「
こ
と
と

な
る
」
の
菱
然
性
の
判
断
は
、
市
場
シ
ェ
ア
が
高
い
と
い
う
こ
と
の
み
で

は
十
分
で
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
競
争
の
実
質
的
制
限
の
徴
表
を
認
定

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
理
由
に
よ
る
。

①
長
期
に
わ
た
り
株
式
を
所
有
し
て
き
た
が
、
そ
の
市
場
に
お
い
て
、

競
争
の
実
質
的
制
限
の
徴
表
が
認
め
ら
れ
な
い
な
ら
、
そ
の
株
式
所
有
が

あ
っ
て
も
、
所
有
会
社
は
競
争
制
限
的
に
市
場
行
動
し
て
い
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
株
式
所
有
だ
け
の
要
因
で
競
争
の
実
質
的
制
限
を
決
め
つ

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

②
他
の
会
社
の
株
式
取
得
に
係
る
事
前
相
談
に
お
い
て
、
当
事
会
社
が

将
来
に
亘
り
特
定
の
行
為
を
し
な
い
と
い
う
対
応
を
し
て
、
株
式
取
得
を

ク
リ
ア
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
は
、
事
前
審
査
で
は
、

そ
の
株
式
取
得
に
よ
り
一
定
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
の
実
質
的
制
限

と
は
い
え
な
い
が
、
特
定
の
行
為
が
将
来
行
わ
れ
る
と
き
、
そ
の
株
式
所

有
が
違
法
と
な
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
既
に
合
法
的

に
他
の
会
社
の
株
式
を
所
有
し
て
い
る
場
合
に
、
こ
の
よ
う
な
事
例
を
準

え
て
、
株
式
を
所
有
し
て
い
る
と
い
う
事
実
の
み
で
違
法
と
判
断
で
き
ず
、

他
に
何
ら
か
の
競
争
制
限
的
要
因
を
付
加
し
て
初
め
て
違
法
に
な
る
と
い

旨
え
ト
晶
、
っ
。(

辺
)

③
別
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
平
成
一

O
年
の
独
占
禁
止
法
改
正
に
よ

り
、
市
場
シ
ェ
ア
の
高
い
親
子
会
社
関
お
よ
び
兄
弟
会
社
聞
の
合
併
で

あ
っ
て
も
、
合
併
計
画
の
事
前
届
け
出
を
不
要
と
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

こ
れ
ら
の
場
合
に
は
、
そ
の
前
段
階
の
株
式
所
有
に
つ
い
て
、
結
合
関
係

の
存
在
の
み
で
は
違
反
と
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
と
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ぃ、ぇヲ令。

(
幻
)

④
公
正
取
引
委
員
会
は
、
東
洋
製
織
私
的
独
占
事
件
に
お
い
て
、
東
洋

製
縫
は
、
競
争
会
社
の
株
式
を
所
有
す
る
こ
と
に
よ
り
私
的
独
占
に
該
当

す
る
と
さ
れ
た
。
こ
の
事
件
の
排
除
措
置
で
は
、
東
洋
製
健
の
所
有
す
る

北
海
製
憾
の
株
式
の
処
分
を
命
じ
た
が
、
他
の
事
業
者
の
株
式
の
処
分
に

は
触
れ
て
い
な
い
。

東
洋
製
健
に
よ
る
他
の
競
争
関
係
に
あ
る
会
社
の
株
式
所
有
比
率
は
、

本
州
製
縫
約
八
一
%
、
四
国
製
織
約
七
一
%
、
北
海
製
縫
約
二
九
%
お
よ

び
三
国
金
属
約
五
O
%
で
あ
っ
た
。

公
正
取
引
委
員
会
は
、
こ
の
よ
う
な
事
実
に
対
し
、
「
東
洋
製
縫
は
、

本
州
製
健
、
四
国
製
健
、
北
海
製
纏
お
よ
び
三
国
金
属
の
株
式
所
有
等
を

通
じ
、
こ
れ
ら
四
社
を
自
己
の
意
向
に
従
っ
て
営
業
さ
せ
て
」
い
る
と
て
、

私
的
独
占
の
「
支
配
」
に
当
た
る
と
認
定
し
た
。

こ
の
事
件
で
は
、
東
洋
製
健
の
市
場
シ
ェ
ア
は
約
五
六
%
で
あ
り
、
本

州
製
織
等
四
社
の
市
場
シ
ェ
ア
を
加
え
る
と
七
四
%
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、

北
海
製
縫
の
そ
れ
を
除
い
た
市
場
シ
ェ
ア
は
、
六
O
%
超
と
な
る
。
公
正

取
引
委
員
会
は
、
そ
れ
に
対
し
て
何
ら
の
措
置
を
命
じ
て
い
な
い
の
は
、

東
洋
製
縫
が
そ
れ
ら
三
祉
の
株
式
を
所
有
し
て
い
て
も
、
そ
れ
自
体
で
は

違
反
で
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
み
る
と
、
公
正
取
引
委
員
会
の
事
前
相
談
例
の

う
ち
の
当
事
会
社
の
対
応
に
お
い
て
、
そ
こ
ま
で
し
な
く
と
も
ク
リ
ア
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
事
例
が
あ
る
の
で
検
討
す
る
。
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(μ) 

東
邦
ア
セ
チ
レ
ン
に
よ
る
仙
台
ア
セ
チ
レ
ン
の
株
式
取
得

(
I
)
本
件
は
、
東
邦
ア
セ
チ
レ
ン
(
高
圧
ガ
ス
製
造
・
販
売
業
者
、
以

下
「
東
邦
」
)
が
高
圧
ガ
ス
工
業
(
高
圧
ガ
ス
の
製
造
・
販
売
業
者
、
以

下
「
高
圧
ガ
ス
」
)
の
一
O
O
%
出
資
会
社
で
あ
る
仙
台
ア
セ
チ
レ
ン
(
高

圧
ガ
ス
の
一
種
で
あ
る
熔
解
ア
セ
チ
レ
ン
の
製
造
業
者
、
以
下
「
仙
台
」
)

の
発
行
済
株
式
総
数
の
五
O
%
に
相
当
す
る
株
式
を
高
圧
ガ
ス
か
ら
取
得

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

本
件
の
一
定
の
取
引
分
野
は
、
東
北
地
区
に
お
け
る
溶
解
ア
セ
チ
レ
ン

の
製
造
・
販
売
分
野
で
あ
る
。

当
事
会
社
お
よ
び
関
連
会
社
の
市
場
シ
ェ
ア
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

2 

仙
台

束
手目

高
圧
ガ
ス

日
重
ア
セ
チ
レ
ン

ム
旦
訂

生
産

五

% 

ハ
一
・
五
%

六
・
二
%

販
売

六
・
八
%

四
三
・
六
%

、・
1

‘、r
h
u

ノ
ー

/
9

販
売

、
L
b

ノ
・

J
ノ
札
予

六
一
・
八
%

八

八

%

J¥ 

% 

(
注
)
東
邦
は
、
日
重
ア
セ
チ
レ
ン
(
以
下
日
重
」
)
の
株
式
を
二

O
%
所
有
。

(
2
)
本
件
の
問
題
点
は
、
溶
解
ア
セ
チ
レ
ン
製
造
分
野
に
お
い
て
、
仙

台
と
東
邦
を
合
算
し
た
生
産
シ
ェ
ア
は
、
六
一
・
五
%
と
な
る
こ
と
で
あ



る
。
考
慮
事
項
は
、
①
仙
台
は
高
圧
ガ
ス
、
東
邦
等
か
ら
受
託
し
た
数
且
一
塁

の
溶
解
ア
セ
チ
レ
ン
を
製
造
す
る
受
託
会
社
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、
②
溶
解

ア
セ
チ
レ
ン
の
販
売
分
野
に
お
い
て
高
圧
ガ
ス
と
東
邦
を
合
算
し
た
販
売

シ
ェ
ア
は
四
三
・
六
%
と
高
く
な
る
が
、
高
圧

ガ
ス
と
東
邦
は
、
仙
台
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
必

要
と
す
る
数
量
の
溶
解
ア
セ
チ
レ
ン
の
製
造
を

委
託
し
、
両
社
は
製
品
を
引
き
取
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
独
自
に
販
売
す
る
こ
と
、
お
よ
び
③
東
北

地
区
に
お
け
る
溶
解
ア
セ
チ
レ
ン
の
販
売
分
野

に
は
、
他
に
日
本
酸
素
(
シ
ェ
ア
二
四
%
)
と

い
う
有
力
な
競
争
業
者
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ

4

ゐ。
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(3)
公
正
取
引
委
員
会
は
、
東
北
地
区
内
に

お
け
る
溶
解
ア
セ
チ
レ
ン
の
販
売
に
つ
い
て
、

東
邦
・
高
圧
ガ
ス
・
日
重
の
問
に
株
式
所
有
を

通
じ
た
協
調
関
係
が
生
ず
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

東
北
地
区
に
お
け
る
溶
解
ア
セ
チ
レ
ン
の
製

造
・
販
売
分
野
に
お
い
て
「
こ
と
と
な
る
」
お

そ
れ
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

こ
れ
に
対
す
る
当
事
会
社
の
対
応
は
、
①
仙

高圧ガス工業

100% 

ー叫仙台アセチレンぽ1
W%  00% 

て主:現状
:株式取得後

(平成 8年版年次報告210頁から転載)

台
に
お
け
る
溶
解
ア
セ
チ
レ
ン
の
製
造
に
直
接
必
要
な
範
囲
を
超
え
て
情

報
交
換
を
し
な
い
こ
と
、
②
当
事
会
社
は
、
仙
台
か
ら
購
入
し
た
溶
解
ア

セ
チ
レ
ン
を
独
自
に
販
売
し
、
販
売
先
、
販
売
数
量
、
販
売
価
格
等
に
か

か
る
協
調
的
行
動
を
と
ら
な
い
こ
と
の
ほ
か
、
③
東
邦
は
、
日
重
の
株
式

を
第
三
者
に
処
分
す
る
こ
と
で
あ
る
。

(
4
)
検
討
(
ア
)
本
件
に
お
け
る
、
東
邦
に
よ
る
株
式
取
得
は
、
同
社

が
高
圧
ガ
ス
と
生
産
の
共
同
受
託
事
業
を
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、

当
事
会
社
は
、
製
品
を
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
販
売
す
る
。
そ
こ
で
、
東
邦
・

高
圧
ガ
ス
・
日
重
の
簡
に
株
式
所
有
を
通
じ
た
「
協
調
関
係
が
生
ず
る
こ

と
に
な
れ
ば
」
、
「
こ
と
と
な
る
」
と
い
う
。
こ
れ
は
、
事
前
審
査
の
時
点

で
は
、
違
法
で
な
い
と
の
判
断
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
事
会
社
間
の

対
応
は
将
来
に
お
け
る
不
作
為
と
な
っ
て
い
る
。

(
イ
)
東
邦
は
、
日
重
の
株
式
を
二
O
%
所
有
し
て
い
る
の
で
、
一
部
結

合
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
問
題
点
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
な
い
が
、

東
邦
は
、
日
重
の
株
式
を
第
三
者
に
処
分
す
る
と
い
う
。
そ
こ
で
、
こ
の

処
分
を
し
な
け
れ
ば
、
本
件
が
「
こ
と
と
な
る
」
お
そ
れ
が
あ
る
の
か
。

公
正
取
引
委
員
会
の
指
摘
は
、
東
邦
、
高
圧
ガ
ス
お
よ
び
日
重
の
聞
で

協
調
関
係
が
生
ず
る
な
ら
、
「
こ
と
と
な
る
」
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
0

.
日
重
と
の
関
係
が
摘
示
さ
れ
た
の
は
、
東
邦
が
日
重
の
株
式
を
二
O
%
所

有
し
て
い
る
の
で
、
旧
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
東
邦
と
日
重
聞
に
結
合
関
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係
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
株
式
所
有
を
通
じ
て
協
調
関
係
が
生
ず
る

と
い
う
こ
と
は
、
株
式
所
有
自
体
が
違
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

の
で
あ
る
か
ら
、
東
邦
が
そ
の
株
式
を
す
べ
て
処
分
す
る
の
は
過
大
な
対

応
と
い
え
よ
う
。

N
-
V
ベ
カ
ル
ト

S
-
A
に
よ
る
ブ
リ
ジ
ス
ト
ン
メ
タ
ル
フ
ア
の
株

(
お
)

式
所
有
・
役
員
兼
任

(
l
)
N
・
V
ベ
カ
ル
ト

S
・
A
(欧
州
最
大
の
タ
イ
ヤ
用
ス
チ
ー
ル
コ
ー

ド
メ
ー
カ
ー
(
ベ
ル
ギ
ー
法
人
)
、
以
下
「
ベ
カ
ル
ト
」
)
と
ブ
リ
ヂ
ス
ト

ン
(
わ
が
国
最
大
の
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
、
以
下
「
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
」
)
は
、

タ
イ
ヤ
用
ス
チ
ー
ル
コ

l
ド
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
合
弁
会
社
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン

メ
タ
ル
フ
ァ

l
(
「
以
下
「
メ
タ
ル
フ
ァ

l
」
)
を
設
立
し
、
ベ
カ
ル
ト
は
、

そ
の
発
行
済
み
株
式
を
二
七
・
六
%
所
有
し
、
か
っ
、
そ
の
役
員
(
取
締

役
(
非
常
勤
)
二
名
・
監
査
役
(
非
常
勤
)
一
名
)
を
兼
任
し
て
い
る
。

な
お
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
の
株
式
所
有
比
率
は
五
一
・
O
%
、
役
員
派
遣
(
取

締
役
五
名
(
代
表
取
締
役
を
含
む
。
)
・
監
査
役
二
名
)
を
し
て
い
る
。

ベ
カ
ル
ト
と
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
の
間
で
締
結
さ
れ
て
い
た
合
弁
契
約
は
、

平
成
八
年
三
月
二
六
日
に
終
了
す
る
。
合
弁
終
了
契
約
に
よ
り
、
ベ
カ
ル

ト
は
タ
イ
ヤ
用
ス
チ
ー
ル
コ

i
ド
の
臼
本
市
場
に
進
出
可
能
で
あ
り
、
ま

た
、
ベ
カ
ル
ト
は
メ
タ
フ
ァ

l
の
株
式
を
一
O
%
以
上
所
有
し
て
い
る
問

3 

メタ lレフ 7
--' 

株式所有比率
51. 0% 

役員派遣
取締役 5名(代表取締役含む)
監査役 2名

株式所有比率
27.6% 

役員派遣
取締役(非常勤)2名
監査役(非常勤) 1名

|→:株式所有及幅函l

は
役
員
兼
任
関
係
を
継
続
す
る
と

し
て
い
る
。
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(平成8年版年次報告212頁から転載)

本
件
の
一
定
の
取
引
分
野
は
、

ラ
ジ
ア
ル
タ
イ
ヤ
の
主
な
補
強
材

と
し
て
使
用
さ
れ
、
タ
イ
ヤ
コ
ー

ド
の
会
消
費
量
の
約
六
九
%
を
占

め
る
ス
チ
ー
ル
コ

l
ド
の
製
造

販
売
分
野
で
あ
る
。

合
弁
終
了
契
約
に
よ
る
と
、
ベ

カ
ル
ト
が
メ
タ
ル
フ
ァ
の
株
式
を

一
O
%
以
上
所
有
し
て
い
る
問
は
、

ベ
カ
ル
ト
は
メ
タ
ル
フ
ア
に
役
員

を
派
遣
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

ベ
カ
ル
ト
と
メ
タ
ル
フ
ア
と
の
間

に
は
株
式
所
有
お
よ
び
役
員
兼
任

に
よ
る
結
合
関
係
が
生
じ
て
い
る
。

現
在
、
ベ
カ
ル
ト
は
国
内
に
お
い

て
ス
チ
ー
ル
コ

1
ド
を
販
売
し
て

い
な
い
か
ら
、
メ
タ
ル
フ
ア
と
競

合
関
係
に
な
い
。
し
か
し
、
合
弁
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契
約
終
了
か
ら
二
年
経
過
し
た
後
(
平
成
八
年
三
月
二
七
日
以
降
)
、
ベ

カ
ル
ト
は
日
本
市
場
に
お
い
て
ス
チ
ー
ル
コ

l
ド
を
販
売
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
た
め
、
両
社
は
潜
在
的
な
競
争
関
係
に
あ
る
。

(2)
公
正
取
引
委
員
会
は
、
「
ベ
カ
ル
ト
が
国
内
の
ス
チ
ー
ル
コ

l
ド

市
場
に
参
入
後
ど
の
く
ら
い
の
シ
ェ
ア
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
か
は
現
段

階
で
は
不
明
で
あ
る
が
、
世
界
に
お
い
て
有
力
な
ス
チ
ー
ル
コ

l
ド
メ
ー

カ
ー
で
あ
り
、
日
本
に
お
い
て
も
有
力
な
競
争
業
者
と
な
り
う
る
ベ
カ
ル

ト
と
国
内
の
ス
チ
ー
ル
コ

l
ド
市
場
に
お
い
て
販
売
シ
ェ
ア
四
六
・
六
%

で
第
一
位
の
メ
タ
ル
フ
ァ
!
の
問
に
株
式
所
有
及
び
役
員
兼
任
に
よ
る
結

合
関
係
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
」
ス
チ
ー
ル
コ

l
ド
の
製
造
・
販
売

分
野
に
お
い
て
「
こ
と
と
な
る
」
お
そ
れ
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
ベ
カ
ル
ト
は
、
①
メ
タ
ル
フ
ア
の
株
式
所
有
比
率
が
一

O
%
未
満
と
な
る
よ
う
可
及
的
速
や
か
に
処
分
す
べ
く
最
善
の
努
力
を
し
、

お
よ
び
②
株
式
を
一
O
%
未
満
と
な
る
よ
う
処
分
す
る
ま
で
の
問
、

(a)

ベ
カ
ル
ト
の
ス
チ
ー
ル
・
コ
ー
ド
部
門
ま
た
は
ワ
イ
ヤ
ー
-
コ
ー
ド
部
門

の
い
ず
れ
に
も
属
し
な
い
者
を
役
員
と
し
て
派
遣
し
、

(
b
)
こ
れ
ら
の

役
員
は
、
メ
タ
ル
フ
ァ
と
の
聞
で
市
場
情
報
を
共
有
し
た
り
、
メ
タ
ル
フ
ァ

か
ら
他
の
競
争
業
者
よ
り
有
利
に
競
争
で
き
る
よ
う
な
情
報
を
入
手
し
た

り
、
ま
た
、
メ
タ
ル
フ
ア
か
ら
ス
チ
ー
ル
コ

l
ド
に
関
す
る
販
売
先
、
技

術
、
費
用
、
価
格
お
よ
び
マ

l
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
一
切
の
情
報
を

入
手
し
な
い
と
い
う
対
応
を
し
た
。

(3)
検
討
(
ア
)
「
合
弁
契
約
終
了
か
ら
二
年
経
過
し
た
後
(
平
成
八

年
三
月
二
七
日
以
降
)
、
ベ
カ
ル
ト
は
、
日
本
市
場
に
お
い
て
ス
チ
ー
ル

コ
ー
ド
を
販
売
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
両
社
は
潜
在
的
な
競
争

関
係
に
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
判
断
自
体
に
疑
問
が
あ
る
が
、
こ
れ

は
さ
て
お
き
、
本
件
で
ベ
カ
ル
ト
が
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
合
弁
契
約
解

消
後
の
二
年
経
過
後
に
ベ
カ
ル
ト
が
わ
が
国
に
進
出
す
る
場
合
で
あ
る
。

ベ
カ
ル
ト
の
わ
が
国
へ
の
進
出
は
、
ベ
カ
ル
ト
と
メ
タ
ル
フ
7
と
の
競
争

を
顕
在
化
す
る
。
潜
在
的
競
争
が
顕
在
化
し
た
場
合
、
市
場
が
競
争
的
に

な
る
筈
で
あ
る
が
、
本
件
で
は
そ
れ
が
か
え
っ
て
競
争
制
限
的
に
な
る
と

見
て
い
る
。
ど
う
し
て
そ
う
な
る
の
か
。

(
イ
)
そ
こ
で
、
問
題
は
、
合
弁
契
約
解
消
後
の
ベ
カ
ル
ト
と
メ
タ
ル

フ
ァ
ー
と
の
関
係
で
あ
る
。
現
状
の
ま
ま
な
ら
、
メ
タ
ル
フ
ア
は
、
ベ
カ

ル
ト
と
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
と
の
通
常
の
合
弁
会
社
と
な
り
、
前
者
の
持
株
比

率
は
二
六
・
七
%
で
あ
り
、
ま
た
役
員
兼
任
が
あ
り
、
後
者
は
持
株
比
率

が
五
0
・
0
%
で
あ
り
、
役
員
を
派
遣
し
て
い
る
。
メ
タ
ル
フ
ァ
と
ブ
リ

ヂ
ス
ト
ン
と
は
垂
直
的
関
係
で
あ
る
。

ベ
カ
ル
ト
自
体
が
わ
が
国
に
参
入
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
地
に
合
弁

事
業
で
進
出
し
て
い
た
市
場
に
海
外
本
社
自
体
が
製
品
を
販
売
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ベ
カ
ル
ト
が
わ
が
国
の
会
社
で
あ
る
な
ら
、

北法52(1・305)305
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メ
タ
ル
フ
ァ
!
と
ベ
カ
ル
ト
の
関
係
は
、
ベ
カ
ル
ト
に
と
っ
て
は
一
部
結

合
関
係
で
あ
る
。
「
考
え
方
」
に
よ
る
と
、
出
資
会
社
聞
に
競
争
関
係
が

あ
る
な
ら
、
出
資
会
社
関
で
共
同
出
資
会
社
の
運
営
を
通
じ
て
協
調
関
係

が
形
成
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
が
、
ベ
カ
ル
ト
と
ブ
リ
ジ

ス
ト
ン
と
の
関
係
は
垂
直
関
係
で
あ
る
か
ら
、
局
面
が
巽
な
り
、
そ
の
よ

う
な
問
題
は
な
く
、
当
初
か
ら
、
「
こ
と
と
な
る
」
事
案
で
は
な
い
の
で

な
い
か
。
そ
れ
が
「
こ
と
と
な
る
」
と
し
て
も
、
メ
タ
ル
フ
ァ
ー
へ
の
株

式
所
有
お
よ
び
役
員
派
遣
を
み
る
と
ブ
リ
ジ
ス
ト
ン
の
方
が
優
勢
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
係
わ
ら
ず
、
ベ
カ
ル
ト
が
メ
タ
ル
フ
ア
へ
の
株
式
所
有
比
率
を

一
O
%
未
満
に
す
る
必
要
性
が
あ
っ
た
の
か
。

(
ウ
)
本
件
で
ベ
カ
ル
ト
が
「
世
界
に
お
い
て
有
力
な
ス
チ
ー
ル
コ
ー

ド
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
日
本
に
お
い
て
も
有
力
な
競
争
業
者
と
な
り
得
る
」

と
い
う
評
価
が
、
ど
の
様
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
。
こ
れ
は
「
考
え
方
」

の
「
総
合
的
事
業
能
力
」
を
勘
案
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
「
世

界
に
お
い
て
有
力
」
と
い
う
だ
け
で
は
「
総
合
的
事
業
能
力
」
の
判
断
要

因
と
し
て
十
分
で
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

(
エ
)
本
件
の
処
理
は
、
「
考
え
方
」
の
結
合
関
係
の
存
在
↓
「
こ
と
と

な
る
」
と
い
う
判
断
過
程
を
経
て
い
る
が
、
本
件
は
「
考
え
方
」
の
論
理

(
お
)

で
は
収
ま
り
切
れ
な
い
事
案
で
は
な
い
か
と
思
う
。

(
幻
)

F
社
に
よ
る

G
社
へ
の
役
員
派
遣
等

(
1
)
本
件
は
、

Y
製
品
の
有
力
な
製
造
・
販
売
業
者
で
あ
る

F
社
が
、

競
争
の
激
化
に
よ
り
経
営
が
悪
化
し
た
同
業
者
G
社
の
再
建
・
安
定
化
を

図
る
た
め
、
同
社
に
役
員
二
名
を
派
遣
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

本
件
の
一
定
の
取
引
分
野
は
、

Y
製
品
の
国
内
に
お
け
る
製
造
・
販
売

分
野
で
あ
る
。
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4 
(
2
)
本
件
の
問
題
点
は

F
社
が

G
社
の
株
式
総
数
の
約
三
O
%
(
株
主

順
位
2
位
)
を
所
有
し
、

G
社
に
二
名
の
役
員
を
派
遣
す
る
の
で
、

F
社

と
G
社
の
聞
に
結
合
関
係
が
認
め
ら
れ
、

F
社
と

G
社
を
合
算
し
た

Y
製

品
の
販
売
シ
ェ
ア
が
約
六
O
%
と
な
り
、
第
二
位
の
事
業
者
の
シ
ェ
ア
(
約

二
O
%
)
を
大
き
く
上
回
る
と
い
う
。
た
だ
、
①
当
該
役
員
派
遣
お
よ
び

株
式
所
有
は
、

G
社
か
ら
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
②
Y
製
品
の
市

場
は
、
停
滞
傾
向
が
続
い
て
お
り
、

G
社
の
平
成
八
年
三
月
期
の
決
算
で

は
相
当
額
の
赤
字
と
い
う
事
情
が
あ
る
。

(3)
公
正
取
引
委
員
会
は
、

F
社
が

G
社
に
役
員
を
派
遣
し
、
同
社
の

発
行
済
み
株
式
総
数
の
約
三
O
%
に
相
当
す
る
株
式
を
所
有
す
る
こ
と
に

よ
り

F
社
と

G
社
の
聞
に
結
合
関
係
が
生
じ
て
お
り
、

Y
製
品
の
製
造
・

販
売
分
野
に
お
い
て
「
こ
と
と
な
る
」
そ
れ
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、

F
社
は
、
役
員
兼
任
を
解
消
し
、

G
社
の
株
式
所
有
の

割
合
を
発
行
済
み
株
式
総
数
の
二
五
%
未
満
と
す
る
対
応
を
し
た
。
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(
4
)
検
討

F
社
の
対
応
に
よ
り
、
役
員
兼
任
の
解
消
の
ほ
か
に
所
有

株
式
比
率
を
三
O
%
か
ら
二
五
%
と
し
た
。
役
員
兼
任
は
、
既
に
株
式
所

有
関
係
が
あ
っ
た
の
で
持
ち
上
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
役
員

兼
任
の
こ
と
を
別
に
す
る
。
こ
の
事
案
は
、
平
成
九
年
度
に
生
じ
た
。
旧

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
と
株
式
所
有
比
率
が
二
五
%
以
上
で
あ
る
場
合
に

結
合
関
係
が
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
本
件
で

F
社
の

G
社
の
株
式
所

有
比
率
を
二
五
%
未
満
と
し
、
両
社
の
結
合
関
係
を
断
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
本
件
で
は
、
旧
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
機
械
的
に
適
用
し
、
株
式

三
O
%
を
保
有
し
て
結
合
関
係
を
形
成
し
て
い
る
か
ら
、
「
こ
と
と
な
る
」

の
で
、
株
式
を
処
理
を
し
た
と
恩
わ
れ
る
。
し
か
し
、
た
ま
た
ま
役
員
兼

任
の
事
前
相
談
に
お
い
て
、
株
式
所
有
に
よ
り
結
合
関
係
が
形
成
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
「
こ
と
と
な
る
」
徴
表
が
認
め
ら
れ
な
く
と

も
、
「
こ
と
と
な
る
」
と
す
る
の
は
、
安
易
な
処
理
と
い
え
よ
う
。

会
社
が
既
に
合
法
的
に
他
の
会
社
の
株
式
を
所
有
し
て
い
る
の
に
加

え
て
、
新
た
に
株
式
を
取
得
す
る
場
合

会
社
が
既
に
他
の
会
社
の
株
式
を
所
有
し
て
い
て
、
両
社
の
市
場

シ
ェ
ア
が
相
当
高
い
場
合
に
、
さ
ら
に
所
有
会
社
が
被
所
有
会
社
の
株
式

を
取
得
す
る
と
き
に
、
ど
の
よ
う
に
判
断
す
べ
き
か
が
、
こ
こ
で
の
論
点

で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
新
た
な
株
式
の
取
得
に
よ
り
、
「
こ
と
と
な
る
」

か
が
判
断
さ
れ
る
。
新
た
な
株
式
の
取
得
が
原
因
と
な
っ
て
、
結
合
関
係

の
形
成
・
強
化
が
な
さ
れ
、
市
場
構
造
が
非
競
争
的
に
変
化
す
る
か
と
い

う
問
題
で
あ
る
。
や
や
極
端
な
場
合
を
例
示
す
る
。

(
1
)
A
社
が

B
社
の
株
式
を
既
に
八
%
所
有
し
て
い
た
が
、
さ
ら
に
一
一
一

%
の
株
式
を
取
得
し
て
所
有
株
式
が
一
一
%
と
す
る
場
合
を
想
定
す
る
。

こ
の
場
合
、
三
%
の
株
式
取
得
に
よ
り
結
合
関
係
が
形
成
さ
れ
る
か
否
か

が
問
題
と
な
る
の
で
は
な
く
、
三
%
の
株
式
の
取
得
が
原
因
で
「
こ
と
と

な
る
」
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
三
%
の
株
式
取
得
が
市
場
に
直

接
的
に
影
響
を
も
た
ら
す
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(
2
)
C社
が

D
社
の
株
式
を
既
に
五
五
%
所
有
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

C
社
が

D
社
を
支
配
で
き
る
の
で
あ
り
、
子
会
社
で
あ
る
。

C
社
と

D
社

の
市
場
シ
ェ
ア
は
相
当
高
い
が
、
「
こ
と
と
な
る
」
徴
表
を
見
出
せ
な
い

な
ら
違
法
と
は
判
断
で
き
な
い
。
こ
こ
で
、
さ
ら
に
、

C
社
は

D
社
の
株

式
を
二
五
%
取
得
す
る
と
す
る
。

C
社
と

D
社
と
の
間
で
は
結
合
関
係
が

強
化
さ
れ
る
が
、
問
題
は
、
そ
れ
が
対
市
場
効
果
と
し
て
、
有
意
な
影
響

を
も
た
ら
す
か
で
あ
る
。
対
市
場
効
果
が
実
質
的
に
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、

株
式
を
取
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
こ
と
と
な
る
」
と
は
い
え
な
い
。

(
1
)
の
場
合
、
公
正
取
引
委
員
会
に
株
式
報
告
書
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
(
一
O
H
、
施
行
令
二
ニ

W
(
1
)
)
。
「
考
え
方
」
に
よ
る
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と
、
株
主
順
位
が
第
三
位
以
内
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
他
の
事
項
を
加
味
し

て
結
合
関
係
の
維
持
、
強
化
等
が
判
断
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
八
%
を
所

有
し
て
い
た
当
時
と
に
比
す
る
と
、
他
の
事
項
に
変
化
が
な
く
、
株
式
の

所
有
比
率
が
三
%
増
え
た
だ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
法
的
に
問
わ
れ
る
の
は
、

増
え
た
三
%
が
「
考
え
方
」
の
基
準
で
あ
る
一
O
%
超
と
な
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
そ
の
三
%
の
株
式
取
得
が
市
場
に
影
響
を
与
え
る
か
で
あ

る
。
こ
の
場
合
、

A
社
に
よ
る
僅
か
三
%
の
株
式
の
取
得
に
よ
り
、
「
考

え
方
」
の
結
合
関
係
の
形
成
を
即
断
で
き
な
い
し
、
そ
れ
に
よ
り
一
定
の

取
引
分
野
の
競
争
に
影
響
を
与
え
る
と
判
断
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
2
)
の
場
合
、
既
に
五
五
%
を
所
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

D

社
は
子
会
社
で
あ
る
。

C
社
が
新
た
に
株
式
を
取
得
し
て
も
、

C
社
が

D

社
を
支
配
で
き
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。
こ
の
場
合
、
契
合
関
係
が
強

化
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
、
市
場
へ
の
影
響
に
は
変
わ
り
な
い
。
と
す
る
な

ら
、
株
式
の
取
得
の
み
で
違
法
と
決
め
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
新
た
な
株
式
取
得
の
み
で
は
違
法
と
は
判
断

で
き
な
い
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
対
し
、
こ
れ
で
は
、
新
た
に
株
式
を
取
得
す
る

場
合
と
既
に
株
式
を
所
有
し
て
い
る
場
合
で
は
、
均
衡
を
失
す
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
批
判
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
事
前
相
談
は
、
事
前
規

制
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
行
為
を
行
う
と
い
う
と
き
に
、
そ
れ
が
違
法
と
な

る
か
と
い
う
判
断
と
既
に
合
法
的
に
所
有
し
て
い
る
の
を
違
法
と
す
る
の

で
は
、
事
実
の
重
み
が
異
な
る
。
比
喰
的
に
言
う
な
ら
、
事
前
規
制
は
、

白
紙
の
上
で
新
た
な
株
式
取
得
が
問
題
と
な
る
と
い
う
の
は
、
九
O
度
の

変
化
へ
の
評
価
で
あ
る
が
、
合
法
的
に
所
有
し
て
い
る
の
を
違
法
と
す
る

の
は
、
一
八
O
度
の
転
換
で
あ
る
。

結
合
関
係
が
み
ら
れ
る
と
い
っ
て
、
株
式
を
処
理
さ
せ
る
の
は
、
会
社

の
資
産
の
処
分
す
る
こ
と
で
あ
り
、
財
産
権
の
保
護
と
の
関
連
か
ら
も
慎

重
な
手
続
き
を
求
め
ら
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
ま
た
、
株
式
保
有
関
係

の
あ
る
会
社
聞
の
競
合
製
品
が
そ
れ
ら
の
会
社
の
製
品
構
成
の
極
く
一
部

で
あ
る
場
合
に
、
そ
の
市
場
シ
ェ
ア
が
高
い
と
い
っ
て
、
株
式
の
処
分
を

す
る
の
は
過
大
な
対
応
で
あ
る
。
そ
の
事
業
分
野
を
他
に
処
分
す
る
と
す

る
な
ら
、
そ
れ
は
実
質
的
に
企
業
分
割
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を

前
提
に
事
例
を
検
討
す
る
。

北法52(1・308)308

(
お
)

エ
ク
ソ
ン
・
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
の
株
式
取
得

(
1
)

本
件
は
、
米
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
総
合
会
社
で
あ
る
エ
ク
ソ

ン
・
コ
ー
ポ
レ

l
シ
ヨ
ン
(
以
下
「
エ
ク
ソ
ン
」
)
が
、
自
己
の
子
会
社

で
あ
る
エ
ツ
ソ
・
イ
ン
コ

l
ポ
レ

l
テ
ッ
ド
(
米
国
法
人
、
以
下
「
エ
ツ

ソ
・
イ
ー
ス
タ
ン
」
)
お
よ
び
エ
ツ
ソ
石
油
(
日
本
法
人
、
以
下
「
エ
ツ

ソ
石
油
」
)
を
通
じ
て
株
式
を
所
有
し
て
い
る
ゼ
、
不
ラ
ル
石
油
に
つ
い
て
、

2 



備
を
利
用
が
可
能
で
あ
る
。

⑤
沖
縄
県
の
石
油
元
売
業
者
の
ほ
と
ん
ど
が
岡
県
の
石
油
精
製
業
者
か

ら
石
油
製
品
を
仕
入
れ
て
販
売
し
て
お
り
、
そ
の
石
油
精
製
業
者
は
、
親

会
社
の
石
油
元
売
業
者
以
外
の
有
力
な
元
売
業
者
に
対
し
て
も
出
荷
し
て

い
る
。
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さ
ら
に
エ
ツ
ソ
・
イ
ー
ス
タ
ン
を
し
て
株
式
を
追
加
取
得
し
、
エ
ク
ソ

ン
・
グ
ル
ー
プ
と
し
て
五
O
%
超
の
株
式
を
所
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
件
の
一
定
の
取
引
分
野
は
、
全
国
お
よ
び
各
都
道
府
県
の
石
油
製
品

(
揮
発
油
、
灯
油
、
軽
油
お
よ
び

C
重
油
)
の
各
々
の
元
売
分
野
と
さ
れ

た
が
、
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
沖
縄
県
の
元
売
分
野
で
あ
る
。

(
2
)
本
件
に
お
け
る
問
題
点
ま
た
は
留
意
点
は
、
次
の
点
で
あ
る
。

(
3
)
公
正
取
引
委
員
会
は
、
エ
ツ
ソ
石
油
お
よ
び
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
が
南

①
本
件
株
式
取
得
に
よ
り
、
エ
ツ
ソ
石
油
と
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
の
沖
縄
県
西
石
油
を
経
営
支
配
す
る
こ
と
に
よ
り
他
の
元
売
業
者
の
参
入
阻
害
に
つ

に
お
け
る
石
油
製
品
の
販
売
シ
ェ
ア
が
、
揮
発
油
で
四
二
・
六
%
か
つ
第
な
が
る
お
そ
れ
と
指
摘
し
た
。

一
位
、
灯
油
で
三
七
・
四
%
か
つ
第
一
位
、
経
由
で
三
六
・
六
%
か
つ
第
こ
れ
に
対
し
、
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
は
、
沖
縄
県
の
各
石
油
製
品
の
元
売
分

一
位
、

C
重
油
で
五
人
・
八
%
か
つ
第
一
位
と
な
る
。
野
に
お
け
る
新
規
参
入
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
南
西
石
油
の

②
沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
石
油
精
製
業
者
は
二
社
し
か
存
在
し
な
い
が
、
取
引
先
の
決
定
に
は
関
与
し
な
い
等
の
措
置
を
と
る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
う
ち
の
一
社
は
、
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
が
そ
の
株
式
の
過
半
を
所
有
す
る

(
4
)
検
討
本
件
株
式
取
得
前
の
状
況
を
み
る
と
、
ゼ
、
不
ラ
ル
石
油
お

南
西
石
油
側
で
あ
る
た
め
、
本
件
株
式
保
有
に
よ
り
エ
ツ
ソ
石
油
お
よ
び
よ
び
エ
ツ
ソ
石
油
の
親
会
社
に
エ
ツ
ソ
・
イ
ー
ス
タ
ン
が
あ
り
、
そ
れ
が

ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
が
南
西
石
油
の
経
営
を
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
エ
ッ
ソ
石
油
の
株
式
を
一
O
O
%
所
有
し
、
ま
た
、
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
の
株

他
の
元
売
業
者
の
参
入
阻
害
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
式
を
四
八
%
所
有
し
て
い
た
。
ェ
ッ
ソ
石
油
は
、
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
の
株
式

③
各
石
油
製
品
の
沖
縄
県
に
お
け
る
元
売
分
野
に
お
い
て
、
シ
ェ
ア
が
を
僅
か
一
%
し
か
所
有
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
既
に
エ
ツ
ソ
・
イ
l

二
五
%
を
超
え
る
有
力
な
競
争
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
一
社
存
在
す
る
。
ス
タ
ン
は
、
エ
ツ
ソ
石
油
と
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
と
そ
れ
ぞ
れ
結
合
関
係
に
あ

④
沖
縄
県
の
石
油
製
品
の
元
売
分
野
に
参
入
す
る
た
め
に
は
、
精
製
能
・
り
、
支
配
し
て
い
る
。
ェ
ッ
ソ
石
油
は
、
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
に
対
し
て
影
響

力
を
持
た
な
い
元
売
業
者
で
も
、
県
内
の
石
油
精
製
業
者
か
ら
商
品
を
調
力
は
微
少
で
あ
る
。
し
か
も
、
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
は
既
に
南
西
石
油
の
株
式

達
で
き
る
。
油
槽
所
等
の
設
備
も
、
県
内
の
既
存
の
元
売
業
者
の
備
蓄
設
を
過
半
数
所
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
以
前
か
ら
そ
の
事
業
活
動
を
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(株式所有関係図)

(注)実際には、エッソ・イースタンが48.57%、
エツソ石油が1.53%まで、それぞれ追加取
得することとなった。

(平成10年版年次報告232頁から転載)

支
配
で
き
た
。
そ
こ
で
、

そ
の
僅
か
な
株
式
取
得
に

よ
り
、
新
た
に
「
本
件
株

式
保
有
に
よ
り
エ
ツ
ソ
石

泊
及
び
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
が

南
西
石
油
の
経
営
を
支
配

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
」
と
い
う
の
は
疑

問
で
あ
る
。
ま
た
、
エ
ツ

ソ
石
油
と
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油

が
共
同
し
て
南
西
石
油
の

経
営
の
支
配
を
問
題
に
す
る
。
後
の
日
本
軽
金
属
の
事
例
に
照
ら
す
な
ら
、

エ
ッ
ソ
石
油
と
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
と
の
協
調
的
行
動
に
注
目
し
た
方
が
整
合

的
で
は
な
い
か
。
本
件
の
ベ
ク
ト
ル
が
逆
で
あ
る
。

ま
た
、
エ
ツ
ソ
・
イ
ー
ス
タ
ン
に
よ
る
僅
か
な
株
式
の
取
得
が
原
因
で

新
た
に
他
の
元
売
業
者
の
参
入
阻
害
の
お
そ
れ
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
の

で
あ
る
か
ら
、
参
入
妨
害
の
問
題
は
、
株
式
取
得
と
別
個
の
問
題
で
あ
る
。

3 

(
m
U
)
 

日
本
軽
金
属
に
よ
る
東
洋
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
株
式
取
取
得

(
1
)
本
件
は
、
ア
ル
ミ
板
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
日
本
軽
金
属
(
以
下
「
軽

金
属
」
)
と
ア
ル
ミ
箔
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
東
洋
ア
ル
ミ
(
以
下
「
東
洋
」
)

の
筆
頭
株
主
で
あ
る
ア
ル
キ
ヤ
ン
・
ア
ル
ミ
(
カ
ナ
ダ
法
人
、
以
下
「
ア

ル
キ
ヤ
ン
」
)
が
、
そ
の
所
有
す
る
東
洋
の
株
式
を
す
べ
て
軽
金
属
に
譲

り
渡
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

本
件
の
一
定
の
取
引
分
野
は
、
ア
ル
ミ
板
の
製
造
・
販
売
分
野
お
よ
び

ア
ル
ミ
箔
の
製
造
・
販
売
分
野
で
あ
る
。

(
2
)
本
件
の
問
題
点
は
、
①
軽
金
属
(
第
六
位
の
ア
ル
ミ
板
メ
ー
カ
ー
、
)

と
東
洋
(
シ
ェ
ア
二
三
了
四
%
・
第
一
位
の
ア
ル
ミ
箔
メ
ー
カ
ー
)
、
お

よ
び
軽
金
属
と
東
海
ア
ル
ミ
箔
(
シ
ェ
ア
六
・
二
%
・
第
七
位
の
ア
ル
ミ

箔
メ
ー
カ
ー
、
以
下
「
東
海
」
)
と
の
聞
に
そ
れ
ぞ
れ
垂
直
的
結
合
関
係

が
生
じ
る
の
で
、
海
外
の
有
力
な
ア
ル
ミ
地
金
と
圏
内
の
有
力
な
ア
ル
ミ

板
メ
ー
カ
ー
お
よ
び
ア
ル
ミ
箔
メ
ー
カ
ー
が
直
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他

の
ア
ル
ミ
板
メ
ー
カ
ー
お
よ
び
ア
ル
ミ
箔
メ
ー
カ
ー
の
取
引
の
機
会
を
奪

う
お
そ
れ
が
あ
り
、
お
よ
び
②
軽
金
属
は
、
東
洋
と
東
海
の
共
通
の
大
株

主
と
な
り
、
両
社
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
箔
に
お
け
る
シ
ェ
ア
を
合
算
す
る
と

二
九
・
六
%
と
大
き
く
な
り
、
ま
た
、
こ
の
場
合
、
第
二
位
の
メ
ー
カ
ー

と
の
差
が
大
き
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
考
慮
事
項
と
し
て
は
、
①
同
一
グ
ル
ー
プ
内
に
お
け
る
株
式

の
譲
渡
で
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
み
れ
ば
株
式
保
有
関
係
に
変
化
が
な

い
こ
と
、
②
ア
ル
ミ
板
市
場
に
お
い
て
軽
金
属
の
シ
ェ
ア
は
七
・
八
%
、
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第
六
位
と
低
く
、
こ
れ
よ
り
も
シ
ェ
ア
が
大
き
い
競
争
業
者
が
存
在
す
る

こ
と
、
③
ア
ル
ミ
箔
市
場
に
お
い
て
は
、
シ
ェ
ア
が
一

O
%を
超
え
る
競

争
業
者
が
複
数
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。

(3)
公
正
取
引
委
員
会
は
、
ア
ル
ミ
板
市
場
と
ア
ル
ミ
箔
市
場
に
お
い

て
「
こ
と
と
な
る
」
お
そ
れ
が
あ
る
と
す
る
。

軽
金
属
は
、
①
株
主
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
利
用
し
て
、
東
洋
が
自
己

以
外
か
ら
ア
ル
ミ
板
を
購
入
す
る
こ
と
を
制
限
せ
ず
、
②
東
洋
と
東
海
に

共
通
の
役
員
を
派
遣
す
る
な
ど
、
東
洋
と
東
海
と
の
聞
に
役
員
兼
任
関
係

を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
な
行
為
を
行
わ
ず
、
お
よ
び
③
東
洋
と
東
海
の
二
社

に
つ
い
て
、
今
後
と
も
、
独
立
し
た
競
争
事
業
者
と
し
て
の
関
係
を
保
持

さ
せ
る
も
の
と
し
、
東
洋
と
東
海
に
対
し
、
販
売
先
、
販
売
価
格
等
に
関

す
る
協
調
的
行
動
を
さ
せ
、
ま
た
は
自
己
を
通
じ
て
情
報
交
換
を
行
わ
せ

な
い
等
の
措
置
を
採
っ
た
。

(
4
)
検
討
(
ア
)
本
件
は
、
海
外
の
ア
ル
ミ
地
金
メ
ー
カ
ー
ー
わ
が
国

の
ア
ル
ミ
板
メ
ー
カ
ー
ー
ア
ル
ミ
箔
メ
ー
カ
ー
と
の
垂
直
的
統
合
と
ア
ル

ミ
箔
市
場
の
水
平
的
統
合
の
問
題
で
あ
り
、
ア
ル
ミ
板
市
場
と
ア
ル
ミ
箔
)

市

場

に

「

こ

と

と

な

る

」

お

そ

れ

が

あ

る

と

い

う

。

倒

本
件
は
、
「
海
外
の
有
力
な
ア
ル
ミ
地
金
メ
ー
カ
ー
と
国
内
の
有
力
ア
欄広

川

ル
ミ
板
メ
ー
カ
ー
お
よ
び
ア
ル
ミ
箔
メ
ー
カ
ー
が
直
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
持

他
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
板
メ
ー
カ
ー
及
び
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
箔
メ
ー
カ
ー
の
取
・
嶋

アルキャン・アルミ及びその子会社

: 48.85%→ 0% 
0.18%→ 49.03% I 

~ 
東海アルミ

18.65% 
降

(アルミニウム箔メーカー)I東海アルミ糊I[ 

(カナダ法人)

(アルミニウム板メーカー)

(平成9年版年次報告199頁から転載)

引
の
機
会
が
奪
う
お
そ
れ
が
あ

る
」
と
い
う
。
し
か
し
、
ア
ル
キ
ヤ

ン
と
軽
金
属
と
の
関
係
は
、
本
件

に
よ
り
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
か

ら
、
海
外
の
有
力
な
ア
ル
ミ
地
金

メ
ー
カ
ー
と
囲
内
の
ア
ル
ミ
板

メ
ー
カ
ー
と
が
あ
ら
た
め
て
結
合

す
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
軽
金
属

の
市
場
に
お
け
る
地
位
は
市
場

シ
ェ
ア
が
七
・
八
%
、
第
六
位
と

低
い
の
で
あ
る
か
ら
、
ア
ル
ミ
板

市
場
が
「
こ
と
と
な
る
」
お
そ
れ

が
あ
る
と
の
判
断
が
疑
問
と
な
る
。

(
イ
)
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
時
泊
に
つ

い
て
、
軽
金
属
は
、
東
洋
と
東
海

に
ア
ル
ミ
板
を
供
給
し
て
お
り
、

そ
の
上
両
社
の
株
式
を
取
得
・
所

有
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
両
者
間

の
水
平
的
関
係
と
軽
金
属
と
両
社

そ
れ
ぞ
れ
と
の
垂
直
的
関
係
が
間

北法52(1・311)3ll
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題
と
な
る
。
東
洋
と
東
海
と
の
聞
に
協
調
行
動
を
と
ら
せ
た
り
、
両
社
闘

で
協
調
的
行
動
を
と
る
な
ら
「
こ
と
と
な
る
」
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
も

の
で
あ
ろ
う
。
東
洋
と
東
海
を
併
せ
る
と
市
場
シ
ェ
ア
が
二
九
・
六
%
、

シ
ェ
ア
が
一
O
%
超
の
競
争
業
者
が
複
数
存
在
す
る
と
い
う
事
実
に
照
ら

す
と
、
他
の
事
例
と
の
整
合
性
か
ら
見
て
、
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、

垂
直
的
関
係
で
は
、
軽
金
属
が
株
主
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
利
用
し
て
、

東
洋
が
軽
金
属
以
外
か
ら
ア
ル
ミ
板
を
購
入
す
る
す
る
こ
と
を
制
限
せ
ず
、

と
い
う
対
応
を
採
っ
た
が
、
軽
金
属
が
流
通
・
取
引
指
針
に
い
う
「
市
場

お
け
る
有
力
な
事
業
者
」
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
ア
ル
ミ
板
の

供
給
側
か
ら
で
は
な
く
、
東
洋
が
ア
ル
ミ
箔
市
場
で
二
三
・
四
%
、
第
一

位
を
占
め
て
い
る
と
い
う
買
い
手
側
か
ら
の
事
情
に
よ
る
も
の
か
明
ら
か

で
な
い
。会

社
の
株
式
保
有
に
よ
る
一
部
結
合
関
係
の
形
成
・
強
化

こ
こ
で
一
部
結
合
関
係
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
、

A
社
と

B
社
が

同
一
の
市
場
に
お
い
て
競
争
関
係
に
あ
る
と
こ
ろ
、

A
社
が

B
社
と
共
同

出
資
会
社

C
社
を
設
立
し
、
そ
こ
に
そ
れ
ぞ
れ
生
産
な
い
し
販
売
を
譲
渡

す
る
傍
ら
自
ら
も
生
産
・
販
売
し
て
い
る
と
い
う
場
合
で
あ
る
。
主
に
共

同
投
資
会
社
を
め
ぐ
っ
て
生
ず
る
。

l 

「
考
え
方
」
で
は
、
共
同
出
資
会
社
に
つ
い
て
は
、
「
当
事
会
社
間
の
取

引
関
係
、
業
務
提
携
そ
の
他
の
契
約
等
の
関
係
を
考
慮
し
て
競
争
へ
の
影

響
を
み
る
べ
き
企
業
結
合
で
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
」
と
し
、
一
部
結

合
関
係
は
、
「
商
品
又
は
役
務
の
機
能
及
び
効
用
が
同
様
で
あ
る
事
業
部

門
の
一
部
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
出
資
会
社
と
共
同
出
資
会
社
が
同

一
の
市
場
に
存
在
す
る
場
合
に
は
、
共
同
出
資
会
社
の
運
営
を
通
じ
出
資

会
社
相
互
間
に
協
調
関
係
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
」
(
第
三
・

3
・

(3))
と
あ
る
。
そ
こ
に
事
例
が
摘
示
さ
れ
、
「
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
樹
脂

製
造
販
売
事
業
を
営
む
二
社
が
、
・
・
共
同
出
資
会
社
を
設
立
し
、
両
社

の
行
っ
て
い
る
同
事
業
の
全
部
を
統
合
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、

出
資
会
社
は
、
そ
れ
ぞ
れ
他
社
と
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
樹
脂
の
共
同
生
産
を

行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
質
的
に
は
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
樹
脂
部
門
の
一

部
結
合
と
み
な
せ
る
た
め
、
共
同
出
資
会
社
お
よ
び
各
当
事
会
社
の
提
携

事
業
の
生
産
面
及
び
販
売
面
で
の
協
調
関
係
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
と

さ
れ
た
」
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
「
考
え
方
」
に
対
し
、
①
「
出
資
会
社

相
互
間
に
協
調
関
係
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
い
い
、
「
蓋
然
性
」

に
い
た
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
「
こ
と
と
な
る
」
と
い
う
の
は
、

疑
問
で
あ
る
し
、
ま
た
②
共
同
出
資
会
社
の
運
営
を
通
じ
て
出
資
会
社
相

互
間
に
協
調
関
係
が
生
じ
る
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
出
資
会
社
に

よ
る
他
の
共
同
出
資
会
社
の
出
資
会
社
ま
で
含
め
て
協
調
関
係
が
生
じ
る

北法52(1・312)312



と
い
う
の
は
、
「
考
え
方
」
の
範
囲
を
は
み
出
し
て
い
る
の
で
な
い
か
。

こ
の
よ
う
な
疑
問
を
前
提
に
事
例
を
み
て
み
る
。

独占禁止法における市場集中規制jの事例の検討

昭
和
電
工
お
よ
び
日
本
石
油
化
学
に
よ
る
ポ
リ
オ
レ
フ
イ
ン
樹
脂
事

(
初
)

業
の
統
合

(
1
)
本
件
は
、
昭
和
電
工
と
日
本
石
油
化
学
が
経
営
効
率
化
を
通
じ
た

国
際
競
争
力
の
強
化
等
を
目
的
と
し
て
、
ポ
レ
オ
レ
フ
ィ
ン
樹
脂
事
業
を

統
合
す
る
た
め
に
、
日
本
ポ
レ
オ
レ
フ
イ
ン
を
設
立
し
、
そ
れ
ぞ
れ
新
会

社
に
ポ
レ
オ
レ
フ
ィ
ン
樹
脂
事
業
を
譲
渡
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
ほ
ぽ
同
時
期
に
、
本
件
と
同
様
の
事
例
の
行
為
が
三
井
石
油
化

学
(
以
下
「
三
井
」
)
・
宇
部
興
産
(
以
下
「
宇
部
」
)
で
な
さ
れ
た
。
公

正
取
引
委
員
会
の
処
理
は
本
件
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

本
件
の
一
定
の
取
引
分
野
は
、
ポ
リ
オ
レ
フ
ィ
ン
は
汎
用
合
成
樹
脂
の

一
つ
で
あ
り
、
低
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
樹
脂
、
高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
樹

脂
お
よ
び
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
樹
脂
の
各
品
目
ご
と
に
成
立
す
る
。

(
2
)
本
件
の
問
題
点
は
、
日
本
石
油
化
学
は
、
当
事
会
社
・
昭
和
電
工

以
外
の
会
社
と
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
樹
脂
の
共
同
生
産
の
事
業
提
携
を
行
っ

て
お
り
、
こ
れ
ら
当
事
会
社
以
外
の
会
社
の
生
産
能
力
を
考
慮
す
る
と
、

本
件
行
為
に
よ
る
新
会
社
の
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
樹
脂
の
生
産
能
力
シ
ェ
ア

は
二
九
・
八
%
と
な
る
(
三
井
・
宇
部
四
三
・
四
%
)
と
い
う
こ
と
に
あ

2 

り
、
も
っ
ぱ
ら
市
場
シ
ェ
ア
の
み
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(3)
公
正
取
引
委
員
会
は
、
日
本
石
油
化
学
が
当
事
会
社
・
昭
和
石
油

以
外
の
会
社
と
行
っ
て
い
る
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
樹
脂
の
共
同
生
産
の
事
業

提
携
を
考
慮
す
る
と
、
新
会
社
の
生
産
能
力
シ
ェ
ア
が
高
く
な
る
こ
と
か

ら
、
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
樹
脂
の
製
造
・
販
売
分
野
に
お
い
て
「
こ
と
と
な

る
」
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
石
油
化
学
は
、
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
樹
脂
の
共
同

生
産
会
社
に
対
す
る
出
資
を
今
後
取
り
や
め
る
等
の
措
置
を
採
っ
た
。

(
4
)
検
討
本
件
の
法
的
構
成
は
、
二
段
構
え
と
な
る
。
先
ず
新
会
社

に
よ
る
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
樹
脂
事
業
の
譲
受
け
そ
れ
自
体
が
「
こ
と
と
な

る
」
か
で
あ
る
。
本
件
で
は
、
新
会
社
の
販
売
シ
ェ
ア
が
不
明
で
あ
り
、

ま
た
、
問
題
点
の
指
摘
も
な
い
。
三
井
・
宇
部
で
は
、
新
会
社
の
販
売
シ
ェ

ア
が
一
七
・
二
%
と
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
照
ら
す
な
ら
、
本
件
が
「
こ
と

と
な
る
し
と
は
い
え
な
い
と
い
う
。

次
の
問
題
は
、
当
事
会
社
の
一
方
に
よ
る
他
の
メ
ー
カ
ー
と
の
ポ
リ
プ

ロ
ピ
レ
ン
樹
脂
の
共
同
生
産
の
「
事
業
提
携
を
考
慮
す
る
と
、
新
会
社
の

生
産
能
力
シ
ェ
ア
が
高
く
な
る
こ
と
か
ら
、
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
樹
脂
の
製

造
・
販
売
分
野
に
」
お
い
て
「
こ
と
と
な
る
」
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
(
本
件
二
九
e

八
%
、
一
二
井
・
宇
部
四
三
一
・
四
%
)
o
本
件
で

い
う
な
ら
、
当
事
会
社
の
一
方
で
あ
る
日
本
石
油
化
学
と
共
同
生
産
の
事
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(本件の概要及び当事会討の業務提携図)

[旭化成工業 1
1 東燃化学 | 
い日本ユニカー|
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-+:株式所有
一一惨:営業譲渡

業
提
携
を
し
て
い

る
他
の
メ
ー
カ
ー

(平成8年版年次報告199頁から転載)

と
の
間
で
協
調
的

関
係
が
生
じ
る
可

能
性
が
あ
る
と
い

う
。
こ
れ
は
、
拡

大
し
過
ぎ
で
は
な

し
・
カ
。

さ
く
ら
銀
行

に
よ
る
わ
か
し
お

銀
行
の
株
式
の
取

(
出
)

民
主
寸 3 

(
1
)
本
件
は
、

太
平
洋
銀
行
の
経

営
破
綻
に
伴
い
、

さ
く
ら
銀
行
が
太

平
洋
銀
行
の
営
業

を
譲
渡
す
る
先
の

受
け
皿
銀
行
と
し

て
、
わ
か
し
お
銀
行
争
二

O
O
%
出
資
で
設
立
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

北法52(1・314)314

る
太
平
洋
銀
行
の
経
営
再
建
の
た
め
に
、
都
市
銀
行
四
行
(
さ
く
ら
銀
行
、

富
士
銀
行
、
東
海
銀
行
お
よ
び
三
和
銀
行
、
以
下
「
四
行
」
)
が
支
援
に

当
た
っ
て
き
た
が
、
い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
の
崩
壊
に
伴
い
、
太
平
洋
銀
行
が

有
す
る
不
良
資
産
が
急
増
し
、
平
成
八
年
三
月
末
決
算
で
実
質
的
な
債
務

超
過
状
態
に
至
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
四
行
は
、
太
平
洋
銀
行
の

銀
行
業
務
の
継
続
は
困
難
と
判
断
し
、
金
融
当
局
の
要
請
を
受
け
て
太
平

洋
銀
行
を
解
散
し
、
同
行
の
受
け
皿
と
な
る
新
銀
行
を
従
前
か
ら
太
平
洋

銀
行
の
経
営
再
建
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
さ
く
ら
銀
行
の
子

会
社
と
し
て
設
立
す
る
こ
と
で
合
意
す
る
に
至
っ
た
と
し
て
、
金
融
会
社

に
よ
る
株
式
取
得
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
合
意
に
先
立
ち
、
さ
く
ら
銀
行
か

ら
公
正
取
引
委
員
会
に
四
行
の
共
同
出
資
に
よ
る
受
け
皿
銀
行
設
立
に
つ

い
て
の
事
前
相
談
を
し
た
。
本
稿
の
関
心
は
、
こ
の
事
前
相
談
に
対
す
る

公
正
取
引
委
員
会
の
回
答
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
2
)
公
正
取
引
委
員
会
は
、
「
太
平
洋
銀
行
及
び
四
行
そ
れ
ぞ
れ
が
主

力
営
業
地
盤
と
す
る
東
京
都
内
で
営
業
す
る
普
通
銀
行
の
預
金
及
び
貸
出

に
お
け
る
各
行
の
シ
ェ
ア
を
合
算
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
、
三
割
強
及
び
一
一
一

割
弱
と
な
り
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
共
同
出
資
形
態
を
採
る
こ
と
は
、

四
行
間
に
お
い
て
協
調
関
係
を
醸
成
し
、
二
疋
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競



争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
旨
の
指
摘
を
行
っ

た
」
。
そ
の
結
果
、
さ
く
ら
銀
行
が
一

O
O
%
出
資
で
新
銀
行
を
設
立
す

る
こ
と
と
し
た
。

独占禁止法における市場集中規制の事例の検討

(
3
)
検
討
こ
れ
は
、
銀
行
間
の
一
部
結
合
関
係
で
あ
る
。
四
行
に
よ

る
わ
か
し
お
銀
行
に
対
す
る
出
資
が
四
行
に
よ
る
東
京
都
内
の
預
金
お
よ

び
貸
出
の
競
争
制
限
に
繋
が
る
か
が
問
題
と
さ
れ
た
。
事
前
相
談
で
の
指

摘
は
、
わ
か
し
お
銀
行
へ
の
共
同
出
資
が
東
京
都
内
の
普
通
銀
行
の
預
金

お
よ
び
貸
し
出
し
に
お
い
て
、
協
調
関
係
が
醸
成
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ

ろ
う
。
受
け
皿
銀
行
に
対
す
る
出
資
と
い
う
極
く
僅
か
な
部
分
的
結
合
で

あ
る
。
競
争
単
位
に
変
化
が
な
く
、
従
来
の
営
業
形
態
に
全
く
変
ら
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
京
都
内
の
普
通
銀
行
の
預
金
お
よ
び
貸
出
に
お
い

て
協
調
関
係
を
醸
成
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
思
い
過
ご
し
で

あ
る
。
本
件
は
、
一
部
結
合
関
係
を
拡
大
し
過
ぎ
て
お
り
、
そ
の
規
制
基

準
の
唆
味
さ
を
示
す
。

(
幻
)
実
方
教
授
は
、
「
蓋
然
性
」
に
つ
い
て
、
「
競
争
制
限
が
起
こ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
起
こ
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
程
度
の
予
測
(
可

能
性
)
で
は
十
分
で
は
な
い
が
、
競
争
制
限
以
外
の
こ
と
は
起
こ

り
得
な
い
(
確
実
性
)
場
合
よ
り
予
測
の
確
実
度
が
低
く
て
も
よ

く
、
競
争
制
限
が
起
こ
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
合
理
的
に
み

れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
競
争
制
限
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
程

度
の
確
実
さ
で
予
測
で
き
」
る
こ
と
を
い
う
(
独
占
禁
止
法
(
第

三
版
)
(
一
九
九
五
有
斐
閣
)
一
三
五
頁
)

0

(
幻
)
拙
稿
・
前
掲

(6)
七
九
頁

(
お
)
昭
和
四
七
・
九
・
一
八
勧
告
審
決
公
取
委
審
決
集
一
九
巻
八

七
頁

(
担
)
平
成
八
年
版
年
次
報
告
一
二

O
頁
、
鵜
瀞
・
解
説
一
一
一
一
九
頁

(
お
)
平
成
八
年
版
年
次
報
告
二
一
一
一
頁
、
鵜
瀞
・
解
説
一
四
O
頁

(
お
)
役
員
兼
任
と
役
員
派
遣
で
は
法
的
評
価
が
異
な
る
。
本
件
の
役

員
派
遣
が
問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
疑
問
が
残

る。

(
幻
)
平
成
一

O
年
版
年
次
報
告
二
回
二
貝

(
招
)
平
成
一

O
年
版
年
次
報
告
一
一
一
一
一
一
一
頁
、
鵜
瀞
二
ハ
二
頁

(
却
)
平
成
九
年
度
年
次
報
告
一
九
八
頁
、
一
五
一
一
員

(
却
)
平
成
八
年
版
年
次
報
告
一
九
九
頁
、
鵜
瀞
・
解
説
一
一
一
一
一
頁

本
件
と
結
合
形
態
が
類
似
し
て
い
る
事
案
(
三
井
石
油
化
学
及
び

宇
部
興
産
に
よ
る
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
樹
脂
事
業
の
統
合
)
が
同
時

期
に
事
前
審
査
さ
れ
て
い
る
(
平
成
八
年
版
年
次
報
告
二
O
一一貝、

鵜
瀞
・
解
説
三
二
二
頁
)
(
以
下
「
三
井
・
宇
部
」
と
引
用
)
。

(
出
)
平
成
九
年
度
年
次
報
告
二
O
三
頁
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合
併
等
の
事
例
を
説
得
性
お
よ
び
整
合
性
の
観
点
か
ら
検
討
し
て
き
た

が
、
未
だ
予
測
可
能
性
形
成
さ
れ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
と
り
わ
け
、
株

式
保
有
規
制
に
つ
い
て
、
保
有
の
類
型
が
多
様
な
の
で
、
類
型
毎
の
規
制

の
在
り
方
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
が
あ
り
、
「
考

え
方
」
を
機
械
的
に
適
合
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。
事
例
の
事
実
の
摘
一
不

で
は
、
判
断
に
重
要
な
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
と
の

是
非
を
判
断
で
き
か
ね
る
も
の
も
あ
る
。
事
例
に
よ
っ
て
は
、
当
事
会
社

の
対
応
が
過
大
で
は
な
い
か
と
の
印
象
を
抱
か
せ
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、

海
外
事
業
者
と
の
提
携
等
が
問
題
に
さ
れ
た
事
例
が
散
見
さ
れ
る
。
海
外

事
業
者
は
い
ず
れ
も
国
際
的
に
巨
大
企
業
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
合
併
事

案
等
の
判
断
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
が
十
分
に
明
ら
か
で

な
い
。
こ
の
よ
う
事
情
か
ら
、
論
じ
尽
く
せ
な
い
面
が
あ
る
が
、
今
後
も
、

本
稿
よ
う
な
分
析
作
業
を
通
じ
て
、
合
併
等
の
規
制
の
在
り
方
を
検
討
し

た
い
。



Vo1.52 NO.I (2001) The Hokkaido Law Review 

Case Studies on Merger Control in the Anti-Monopoly 

Laws of Japan 

Introduction 

1 Some Problems of Regulation Standards on Merger Control 

2 Case Studies on Consolidation 

3 Case Studies on Asset Acquisition 

4 Case Studies on Stock Holding by Companies 

Joji ATSUYA * 

(I) In白ecase when a company already holds another company's stocks legally 

(2) In the case in which a company who has already legally held the stocks of another 

company acquires new stocks 

(3) Formation or solidification of partial joint relationship du巴 tocompanies 

stockholding 

Conclusion 

* Emeritus professor at Hokkaido University 

lX 北法52(1・422)422


